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　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成21年３月31日現在の人口（114,606人）を基にしています。
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平成20年度の主な事業

西
条
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

予算額

歳　入

歳　出

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成21年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

25億5,471万円…Ａ

１億1,813万円…Ｂ

24億3,658万円

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。

　

平
成
20
年
度
の
西
条
市
の
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
４

３
５
億
５
３
１
９
万
円
、
歳
出
４
０

９
億
９
８
４
８
万
円
で
、
差
し
引
き

25
億
５
４
７
１
万
円
の
剰
余（
余
り
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
翌
年

度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る
た

め
の
財
源
１
億
１
８
１
３
万
円
を
除

い
た
実
質
収
支
で
は
、
24
億
３
６
５

８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や
そ

の
概
要
は
、
別
記
（
４
ペ
ー
ジ
）

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
厳
し
い
財
政
環

境
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
図
書

館
や
東
予
運
動
公
園
屋
内
運
動
場
な

ど
大
型
施
設
の
整
備
を
計
画
ど
お
り

進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
景
気
対
策

に
対
応
し
、
地
域
経
済
を
下
支
え
す

る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
か

ら
、
決
算
額
は
大
幅
な
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
市
域
全
体
の
均
衡

あ
る
発
展
と
一
体
感
の
醸
成
に
向
け

て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
地
域
の
行
政
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
た
各
種
事
業
に
も
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
基
本
と
し
、
誰
も
が
元
気
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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国民健康保険
老人保健
介護保険
 うち介護保険事業勘定
 うち介護サービス事業勘定
簡易水道事業
公共下水道事業
小規模下水道事業
港湾上屋事業
ひうち地域振興整備事業

305億5,989万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区

後期高齢者医療保険
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　　　　　　℡0897－52－1271

会　計　区　分 現　在　高

特別
会計
②

一般会計　①
介護保険

簡易水道事業
公共下水道事業
小規模下水道事業
ひうち地域振興整備事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

特別会計　計

企業会計　計
合計　①＋②＋③

　介護保険事業勘定
　介護サービス事業勘定

企業
会計
③
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市
議
会
７
月
臨
時
会
が
27
日
に
開
会

さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
議

案
５
件
が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
（
第
３
回
）

○
補
正
額　
　
　

８
億
５
３
９
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

３
９
１
億
８
４
０
０
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
】

○
小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
機
器
更
新

事
業　
　
　
　

１
億
９
４
６
９
万
円

○
小
中
学
校
教
育
用
電
子
黒
板
設
置
事

業　
　
　
　
　
　
　

３
０
５
１
万
円

○
小
中
学
校
校
舎
等
耐
震
改
修
事
業

（
玉
津
小
、
小
松
小
、
西
条
西
中
、

西
条
北
中
）　
　
　

３
３
９
７
万
円

○
消
防
車
輌
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
２
０
万
円

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
８
３
万
円

○
健
康
増
進
機
器
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
９
万
円

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
０
万
円

○
船
屋
王
至
森
寺
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
０
０
万
円

【
雇
用
機
会
の
創
出
】

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
市
臨
時
職
員

の
雇
用
、
民
間
企
業
へ
の
委
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
３
４
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

５
２
６
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

48
億
９
５
８
５
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

３
７
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
９
３
３
万
円

本
谷
温
泉
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

１
０
９
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
５
９
万
円

西
条
市
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

７
月
20
日
の
市
長
の
交
通
事
故
に
よ

り
、
行
政
に
対
す
る
信
用
を
失
墜
さ
せ

た
こ
と
に
対
し
、
自
戒
と
反
省
の
念
を

込
め
、
市
長
の
給
料
を
減
じ
る
（
平
成

21
年
８
月
１
日
～
10
月
31
日
の
３
カ
月

間
、
10
分
の
１
を
減
給
）
た
め
に
所
要

の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

市
議
会
７
月
臨
時
会

松山地方法務局から「商業・法人登記事務の取扱庁の変更」についてのお知らせ

西条支局の商業・法人登記事務は、平成21年10月13日㈫から
松山地方法務局（本局）登記部門 で取り扱います

　松山地方法務局西条支局で取り扱っている商業・法人登記
事務は、平成21年10月13日㈫から松山地方法務局（本局）登
記部門で取り扱うことになります。
　商業・法人登記に係る登記事項証明書、印鑑証明書の交付
事務については、引き続き西条支局でも取り扱いますが、右
記の事項は松山地方法務局（本局）登記部門でのみ取り扱い
ますので、ご注意ください。
※不動産登記事務については、取り扱いの変更はありません。

問合せ　○松山地方法務局登記部門　℡089－932－0888　　○松山地方法務局西条支局　℡0897－56－0188

① 商業・法人登記申請
② 閉鎖登記簿謄本交付事務
③ 登記事項要約書交付事務
④ 印鑑（改印）届に関する事務
⑤ 印鑑カードの交付・廃止事務
⑥ 電子証明書の発行・使用廃止事務
⑦ 電子証明書識別符号（休止届出用暗証
　 コード）の変更事務

本局登記部門でのみ取り扱う商業・法人登記事務

　商業・法人登記の申請、登記事項証明書と印鑑証明書の請求は、オンライ
ン申請や郵送申請で行うことができます。手続きの方法など詳しくは、松山
地方法務局のホームページ（http://houmukyoku.moj.go.jp/matsuyama/top.
html）をご覧ください。

開催日　９月19日㈯
場　所　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
　　　　東予運動公園内　屋内運動場

問合せ　夏彩祭 in 壬生川実行委員会事務局　℡0898－64－5795

　今年の「夏彩祭in壬生川」は雨天のため中止
となりましたが、地元の方々の熱意によって、
「ダンス夏彩祭」を中心としたイベントの開催
が決定しました。
　詳しい内容は決まり次第、市のホームページ
などでお知らせ（９月上旬予定）します。
　皆さん、ぜひお越しください。
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こ
の
た
び
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
（
京
都
市
所
在
）
と
西
条
市

と
の
間
で
交
流
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
り
、
８
月
３
日
に
同
研

究
所
の
立
本
成
文
所
長
ほ
か
関
係

者
の
ご
出
席
の
も
と
、
市
役
所
で

調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
は
、

環
境
、
文
化
、
産
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
躍
す
る
多
数
の
研
究
者

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
水
資
源
」「
環
境
」

な
ど
の
行
政
施
策
の
推
進
に
当
た

り
、
か
ね
て
よ
り
同
研
究
所
か
ら

多
大
な
協
力
を
得
て
お
り
、
現
在

も
担
当
部
局
間
の
交
流
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

特
に
平
成
19
年
か
ら
市
が
取
り

組
ん
で
い
る
地
下
水
資
源
調
査
・

解
析
事
業
に
お
い
て
ご
指
導
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
当
地
域
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に

わ
た
り
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、

同
研
究
所
の
知
見
を
十
分
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
実
績
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら

に
幅
広
い
分
野
で
の
連
携
活
動
を

推
進
し
よ
う
と
締
結
し
た
も
の
で

す
。

　

立
本
所
長
を
は
じ
め
研
究
所
関

係
者
の
方
々
に
西
条
市
の
地
域
資

源
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
調

印
式
終
了
後
、
翌
日
に
か
け
て
、

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
を
は
じ
め
と

し
た
市
内
各
所
の
う
ち
ぬ
き
、
石

鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
、
鉄
道
歴
史
パ

ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
、
丹
原
地
域

の
柿
園
な
ど
を
視
察
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
視
察
も
踏
ま
え
、

西
条
市
が
め
ざ
す
「
快
適
環
境
実

感
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
が
、
同
研
究
所
と
の

連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
に
、

協
定
で
謳う

た

わ
れ
て
い
る
「
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
に
お
け
る
地
球

環
境
研
究
の
充
実
」
と
「
西
条
市

に
お
け
る
地
域
活
性
化
」
の
両
面

で
、
相
互
に
多
大
な
プ
ラ
ス
効
果

が
現
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
多
様

な
分
野
の
連
携
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲調印式に出席された研究所関係者の方々

▲調印後、握手を交わす立本成文所長と伊藤市長

▲アクアトピア水系の視察（総合文化会館横の水飲み場にて）

協定締結を記念して図書寄贈
地球環境問題の解決に向けた図書74冊

　協定締結を記念して、総合地球環境学研究所から図書74冊が西条市に
寄贈されました。これらの図書は同研究所の方々が執筆されたもので、
水資源の枯渇、生物多様性の喪失、地球温暖化など、地球環境問題の解
決に向けた同研究所の研究成果が分かりやすく紹介されています。
　寄贈いただいた図書は、西条図書館と東予図書館で閲覧できます。
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災害復興５周年記念フォーラム
16年災害を風化させないために

　平成16年に相次いで西条市を襲った台風災害…。特に
市内に甚大な被害をもたらした台風21号は、尊い５名の
命を奪いました。
　この災害から５年の節目を迎え、亡くなられた方々の
ご冥福をお祈りするとともに、今一度16年災害を思い起
こし、災害の「復興」と「災害に強いまちづくり」の検
証、今後さらなる地域防災力の向上をめざすため、記念
フォーラムを開催し西条市の安心・安全を議論します。

・基調講演
　講師：京都大学大学院地球環境学堂
　　　　教授　小林正美氏

・12歳教育の発表

・パネルディスカッション
　コーディネーター：小林正美氏
　パ ネ リ ス ト：神野顕彰氏

　　　　　　　　　　菅野仁美氏
　　　　　　　　　　塩﨑武司氏
　　　　　　　　　　村上善重郎氏
　　　　　　　　　　国田卓二

・災害の記録などのパネル展示

問合せ　市庁舎本館危機管理課　℡0897－52－1283

９月29日㈫
開場：18時30分　開会：19時

総合文化会館 小ホール

日　時

場　所

問合せ　市庁舎本館危機管理課　防災事業係　℡0897－52－1283　　　主催　西条市、西条市連合自治会

10月４日㈰
８時28分～11時30分

東予運動公園多目的広場
（対象地区：三芳・楠河・庄内）

・避難訓練　　　・初期消火訓練　　・仮設トイレ設置訓練
・救出搬送訓練　・土のう作成訓練　・災害ボランティア参加訓練
・応急救護訓練　・避難所開設訓練　・炊き出し訓練　ほか
【体験・展示コーナー】
　起震車、煙ハウス、特殊車両の紹介、防災グッズ展示
　関係機関による啓発・展示など

注意事項
○参加される方は避難を想定して、なるべく徒歩・自転車などでお越しください。
○雨天の場合は中止します。（小雨決行）

西条市総合防災訓練を実施します

訓練内容日　時

場　所

※東消防署管内の西条市総合防災訓練は、12月
　13日㈰に西条南中学校で開催する予定です。
　詳細は、12月号の広報紙でお知らせします。

　今世紀前半の発生が予想される南海地震などに備え、自治会や自主防災会を中心とした
総合防災訓練（西消防署管内）を実施します。皆さん、ぜひ参加・体験してください。

● フォーラムの内容 ●

小林正美氏
京都大学大学院地球環境学堂教授。
自然災害と人間居住、木製都市の設
計技術などを主要研究分野とする。

塩﨑武司氏
西条市連合自治会長。自治会活動を
通じ、自主防災組織結成の推進など
地域防災力の向上に尽力している。

防災士の資格を取得後、「大町防災
士の会」を立ち上げ、地域ぐるみで
防災活動に取り組んでいる。

村上善重郎氏 国田卓二

神野顕彰氏
大保木連合自治会長、極楽寺住職。
16年災害時には孤立した地域住民の
安否確認や救出、避難誘導に貢献。

菅野仁美氏
知的障害者入所更生施設・星の里施
設長。16年災害時には施設内に土石
流が流入し壊滅的な被害を受ける。

西条市市民安全担当参与。西条市建
設部技監として、16年災害の復旧業
務に携わった。
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

西
条
地
区
推
進
委
員
会
が
市
内
の

中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
多
数
の
応
募
が

寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の

作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

■
西
条
東
中
学
校

○
肝　
　
　

森
高
弘
稀
（
３
年
）

○
本
当
の
思
い
や
り

　
　
　
　
　

野
村
玲
奈
（
３
年
）

■
西
条
西
中
学
校

○
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

　
　
　
　
　

伊
藤
誠
志
（
３
年
）

○
祖
母
と
母
の
姿
に

　
　
　
　
　

白
上
真
子
（
２
年
）

■
西
条
南
中
学
校

○
「
明
る
い
社
会
」
を
築
く
た
め

に　
　
　

本
宮
裕
也
（
３
年
）

○
よ
り
よ
く
明
る
い
社
会
の
た
め

に　
　
　

明
比
優
子
（
３
年
）

■
西
条
北
中
学
校

○
明
る
い
社
会
は
福
祉
の
充
実
か

ら　
　
　

高
橋
和
志
（
３
年
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

　
　
　
　
　

矢
原
奈
月
（
３
年
）

■
東
予
東
中
学
校

○
明
る
い
社
会
を
作
っ
て
い
こ
う

　
　
　
　
　

中
野
涼
介
（
３
年
）

○
目
標
と
本
当
の
仲
間

　
　
　
　
　

藤
友
陽
子
（
３
年
）

■
東
予
西
中
学
校

○
「
あ
い
さ
つ
日
本
一
」
を
目
指

し
て　

日
和
佐
貴
大
（
３
年
）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と　

多
田
友
美
（
３
年
）

■
河
北
中
学
校

○
「
今
が
自
分
を
変
え
る
時
」

　
　
　
　
　

菅　

秀
隆
（
３
年
）

○
家
族
の
絆
を
信
じ
よ
う

　
　
　
　
　

岩
城
菜
津
（
３
年
）

■
丹
原
東
中
学
校

○
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　

近
藤
達
人
（
３
年
）

○
明
る
い
社
会
は
愛
情
あ
ふ
れ
る

家
庭
か
ら

　
　
　
　

松
本
あ
す
か
（
３
年
）

■
丹
原
西
中
学
校

○
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
て

　
　
　
　

小
笠
原
一
秀
（
３
年
）

○
大
切
な
の
は
感
謝
の
気
持
ち

　
　
　
　
　

兵
藤
茉
未
（
１
年
）

■
小
松
中
学
校

○
犯
罪
・
非
行
ゼ
ロ
に
向
け
て

　
　
　
　

佐
伯
聡
一
郎
（
３
年
）

○
今
、
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と

　
　
　
　
　

玉
井
香
那
（
３
年
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

西条市合併５周年記念プロジェクト

　西条市合併５周年の記念の日となる11月１日㈰に
石鎚山を舞台としたダンスイベントを開催します。
　西条踊り「ＩＳＨＩ－ＺＵＣＨＩ」を友達や仲間と
一緒に披露してみませんか。
　踊りが初めての方も大歓迎です。多数の参加を、
お待ちしています。

★募集チーム数　20チーム（原則として先着順）

★チーム人数　１チーム10人以上100人程度まで
　　　　　　　　（年齢制限なし・市外からの参加も可）

★踊 り の 曲　新作「ＩＳＨＩーＺＵＣＨＩ」または自由曲

★応 募 期 限　９月15日㈫

★申 込 先　西条プロジェクト「ＩＳＨＩーＺＵＣＨＩ」
　　　　　　　　実行委員会事務局（市庁舎本館企画課内）
　　　　　　　　℡0897－52－1244

右写真：７月25日の制作発表会で披露された西条踊り
　　　　「ＩＳＨＩーＺＵＣＨＩ」

★ ＩＳHＩ -  ＺＵＣＨＩ祭りチーム参加規程 ★
「ＩＳＨＩ－ＺＵＣＨＩ祭り」とは
　この祭りは西条市合併５周年記念日となる
今年11月１日㈰に、石鎚ピクニック園地、成
就社、石鎚登山ロープウェイ下谷駅付近広場
で開催するダンスイベントです。
　地域づくり団体関係者などで結成した西条
プロジェクト「ＩＳＨＩ－ＺＵＣＨＩ」実行
委員会では、「西条は１つ！」を合言葉に、
西条市のシンボル・石鎚山をテーマに西条踊
り「ＩＳＨＩ－ＺＵＣＨＩ」を創作しました。
　実行委員会では、この祭りで多くの方に、
楽しく元気あふれる踊りを披露していただき
「西条は１つ！」につなげていくことをめざ
しています。
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　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は小松総合支所から「小松町ふるさと祭り」に
ついて紹介します。

小松総合支所　　〒799－1198　小松町新屋敷甲496番地
　　　　　　　　℡0898－72－2111　 FAX0898－72－4048

22
年
間
踊
り
継
が
れ
る
小
松
音
頭
　
　
　
　
　
　
　
　

小 

松 

町 

ふ 

る 

さ 

と 

祭 

り

ヨ
イ
ト
コ　

ヨ
イ
ト
コ　

伊
予
の

小
松
へ　

は
よ
お
い
で
～
♪

　

今
年
も
、
夏
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

「
小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が

８
月
１
日
・
２
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
か
ら
住
民
主
体
の
新
し

い
実
行
委
員
会
に
よ
る
運
営
も
始

ま
り
、
新
し
く
そ
う
め
ん
流
し
が

企
画
さ
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
十
数

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
近
藤
篤
山
先

生
の
仮
装
な
ど
に
、
多
く
の
人
が

集
ま
り
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
祭
り
で
、
メ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
の
が
小
松
音
頭
で
す
。

　

今
年
も
小
松
駅
前
通
り
に
多
く

の
観
客
が
集
ま
る
中
、
約
20
の
踊

り
連
の
約
５
０
０
人
も
の
人
た
ち

が
小
松
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。

■
小
松
音
頭
誕
生

　

小
松
音
頭
は
、
21
世
紀
へ
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

み
ん
な
で
歌
い
踊
れ
る
、
明
る
く

軽
快
で
、
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
に

ふ
さ
わ
し
い
町
民
音
頭
を
と
い
う

思
い
か
ら
、
昭
和
63
年
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　

一
般
公
募
し
た
歌
詞
に
は
、
横

峰
寺
や
中
央
公
園
、
篤
山
邸
な
ど

の
名
所
・
旧
跡
、
椿
や
ボ
タ
ン
、

石
鎚
山
な
ど
の
自
然
と
小
松
の
魅

力
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
小
松
音
頭
を
踊
り
続
け
て

　

ふ
る
さ
と
祭
り
前
に
は
、
小
松

音
頭
の
踊
り
の
練
習
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
毎
年
指
導
を
し
て
い

る
の
が
三
原
貞
子
（
芸
名
・
藤
間

伊
千
弥
）
さ
ん
で
す
。
三
原
さ
ん

は
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の
前
身
で
あ

る
商
工
ま
つ
り
の
頃
か
ら
、
盆
踊

り
や
ト
ン
カ
カ
ハ
ン
の
指
導
を
し

て
お
り
、
小
松
音
頭
の
指
導
も
ず

っ
と
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
三
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
小
松
音
頭
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
か

ら
来
た
振
付
師
の
先
生
か
ら
踊
り

を
教
わ
り
、
発
表
会
で
披
露
し
た

の
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
か
ら
毎
年

ふ
る
さ
と
祭
り
で
小
松
音
頭
を
踊

っ
て
い
ま
す
。
10
年
く
ら
い
前

に
は
振
り
付
け
の
一
部
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
踊
り
や
す
く
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ま
ま
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
、
踊
り
連

ご
と
に
特
色
あ
る
衣
装
や
振
り
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

は
エ
プ
ロ
ン
に
三
角
巾
で
し
ゃ
も

じ
を
持
っ
て
踊
っ
た
り
、
ほ
か
に

も
独
自
の
振
り
付
け
で
カ
ス
タ
ネ

ッ
ト
を
鳴
ら
し
な
が
ら
踊
っ
た
り
、

う
ち
わ
や
花
を
そ
ろ
え
た
り
し
て

い
る
連
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
を
見
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　

一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
平
成

16
年
の
ふ
る
さ
と
祭
り
に
、
小
松

音
頭
を
歌
っ
た
歌
手
の
嶺
よ
う
子

さ
ん
が
い
ら
し
ゃ
っ
た
と
き
に
、

『
こ
ん
な
に
長
く
踊
り
続
け
て
い

る
の
は
珍
し
い
』
と
、
と
て
も
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。
今

ま
で
踊
り
継
が
れ
て
き
た
の
は
、

み
ん
な
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
な
の

で
、
今
後
も
地
域
住
民
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
て
残
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

誕
生
か
ら
22
年
間
踊
り
続
け
ら

れ
る
小
松
音
頭
。

　

小
松
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
小
松
音
頭
を
、
今
後
も
踊
り

継
い
で
い
く
た
め
に
、
来
年
は
皆

さ
ん
も
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▲

練
習
会
で
指
導
に
当
た
る
三
原
さ
ん(

中
央)
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株
式
会
社
ト
ー
ヨ　

　
　

渡
邊
茂
義
ほ
か　

計
７
名

○
高
温
耐
摩
耗
性
に
優
れ
た
特
殊

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
青
銅
鋳
物
合
金

｢

Ｄ
Ｚ
４
０
０｣

の
開
発

　

道
前
工
業
株
式
会
社

　
　

真
鍋
隆
太
ほ
か　

計
３
名

【
青
少
年
支
援
部
門
】

○
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
、
学
校

現
場
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
次
世
代
を
担
う
産
業
人

材
の
育
成

　

西
条
市
も
の
づ
く
り
科
学
創
造

ク
ラ
ブ
（
サ
イ
ク
ス
）

　

今
回
、
製
品
・
技
術
開
発
部
門

で
四
国
経
済
産
業
局
長
賞
を
受
賞

し
た
２
社
は
、
広
報
さ
い
じ
ょ
う

の
サ
イ
ク
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ー
ナ
ー
で
連
載
を
続
け
て

い
る
「
我
が
社
の
得
意
技
」
に
お

い
て
、
平
成
19
年
10
月
号
で
㈱
ト

ー
ヨ
を
、
平
成
20
年
３
月
号
で
は

道
前
工
業
㈱
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
を

し
て
い
ま
す
が
、
と
も
に
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
続
け
る
西
条
市
を

代
表
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
で
す
。

　

特
に
道
前
工
業
㈱
は
平
成
21
年

４
月
に
発
表
さ
れ
た
「
２
０
０
９

　
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、

平
成
17
年
８
月
に
新
た
な
総
理
大

臣
表
彰
と
し
て
、
経
済
産
業
省
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

の
産
業
・
文
化
の
発
展
を
支
え
、

豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
に
大
き

く
発
展
し
て
き
た
「
も
の
づ
く

り
」
を
、
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
も

の
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
各
世

代
の
人
材
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な

人
材
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

３
回
目
の
実
施
と
な
る
今
回
は
、

西
条
市
か
ら
３
件
が
四
国
経
済
産

業
局
長
賞
を
受
賞
し
、
去
る
８
月

４
日
に
高
松
市
内
に
て
開
催
さ
れ

た
表
彰
式
で
、
賞
状
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
３
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
製
品
・
技
術
開
発
部
門
】

○
森
林
整
備
作
業
現
場
の
動
力
刃

物
の
危
険
か
ら
体
を
保
護
、
優

れ
た
安
全
性
、
快
適
性
を
持
つ

林
業
防
護
服
の
開
発

年
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３

０
０
社
」
に
も
選
定
さ
れ
、
銅
合

金
分
野
で
の
全
国
最
先
端
の
技
術

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
支
援
部
門
を
受

賞
し
た
西
条
市
も
の
づ
く
り
科
学

創
造
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
５
年
生
お

よ
び
６
年
生
を
対
象
と
し
た
継
続

的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
企
業
Ｏ
Ｂ
と
学
校
の
先

生
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
現
場
に
近
い
専
門
的
知

識
を
、
分
か
り
や
す
く
子
ど
も
た

ち
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

が
高
く
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
は
四
国
最
大
級
の
「
も

の
づ
く
り
都
市
」
で
す
。
し
か

し
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の

新
興
国
の
経
済
発
展
が
進
む
に
つ

れ
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
や
西
条

の
も
の
づ
く
り
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
技
術
を
次
世
代
に

受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
も
の
づ
く
り
企
業
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
、
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今回は、西条市から３件の受賞があった
「第３回ものづくり日本大賞」についてお
知らせします。

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援セン
ターの運営組織である、㈱西条産業情報支援
センターの愛称です。
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長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

【
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
】

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

■
該
当
者　

昭
和
９
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す
】

　

平
成
21
年
９
月
１
日
現
在
、
満

75
歳
以
上
で
、
１
年
以
上
に
わ
た

り
、
西
条
市
住
民
基
本
台
帳
に
登

載
さ
れ
て
い
る
か
、
外
国
人
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
に
、
長
寿
祝
金

３
０
０
０
円
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
方
法

　

9
月
下
旬
に
民
生
児
童
委
員
を

通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
届
け
に
は
、
１
～
２
週
間
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
で
も
可
能
で
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
、
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還

さ
れ
た
も
の

■
問
合
せ　

新
居
浜
税
関
支
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

３
４
０
５

　

９
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
元
年
６
月
３
日
～
同
年
９

月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ
び
平

成
21
年
３
月
２
日
～
同
年
６
月
１

日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
で
、

平
成
21
年
９
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
平
成
21
年
６
月
２
日
か
ら
引

き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈭
～
７
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
愛
媛

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
も
れ
な

く
登
載
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
載
資
格
者

　

西
条
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

元
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
１
年
に
90
日
以
上
、
漁
業

を
営
む
方
ま
た
は
漁
業
に
従
事
し

て
い
る
方
。

■
申
請
期
限　

９
月
５
日
㈯

■
申
請
方
法

　

提
出
先
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

○
ひ
う
ち
・
西
条
市
・
吉
井
・
壬

生
川
・
河
原
津
の
各
漁
業
協
同

組
合

○
市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

○
東
予
総
合
支
所

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
東
予
分
室

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
21
日
㈪
は
「
敬
老
の
日
」

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

2009年新市町村振興宝くじ

発売期間　９月28日㈪～10月16日㈮
抽 選 日　10月23日㈮
販売価格　１枚300円
販売場所　最寄りの宝くじ売り場等

　この宝くじの収益
金は市町村の明るい
まちづくりや、地域
住民の福祉向上のた
めに使われます。
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18
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の
督

促
状
の
発
送

30
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

分
、
固
定
資
産
税
第
３
期
分
の

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

市
税
な
ど
の
納
付
方
法
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
市
が
口
座
振
替
依

頼
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
制
度
（
若
年
者
納
付
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
）
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
方
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
方
と
比
べ
、
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保

険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
経
過
期

間
に
応
じ
て
、
一
定
の
額
が
保
険

料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
た
め
、
保
険
料
の
追
納
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
申
請
先

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
児
童
を

監
護
す
る
父
親
か
母
親
、
養
育
者

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
受
給
資
格

○
児
童
が
障
害
を
受
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

○
障
害
者
が
20
歳
未
満
で
あ
り
、

法
律
で
定
め
る
程
度
の
状
態
で

あ
る
こ
と

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
監
護
す
る
人
の
所
得
が
限
度
額

を
超
え
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
金
額

○
障
害
の
程
度
が
１
級
の
場
合

　

月
額
５
万
７
５
０
円

○
障
害
の
程
度
が
２
級
の
場
合

　

月
額
３
万
３
８
０
０
円

■
現
況
届

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
年
１
回
の
所
得
状

況
届
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

配偶者からの暴力被害者に
　　　　特例給付金を支給します
　平成21年２月１日時点（基準日）において、配偶者からの暴力によって
定額給付金や子育て応援特別手当の給付を直接受けられず、次の要件を満
たす方に、特例給付金として定額給付金等相当額を支給します。
■対象者
○西条市内に住民票があるが、住民票とは別の住所（市内外を問わない）
　に居住している方
○市外に住民票があるが、西条市内に居住している方
■支給要件
○基準日以前において公的機関が配偶者からの暴力があったことを証明で
　きること
○基準日において現に居住している住所を証明できること
■申請期限　平成22年３月31日㈬
■問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　女性係　℡0897－52－1373

※今後このような行政サービスを受けるためにも、新たな住所地での住民登録の届出が
　必要です。配偶者からの暴力被害者を保護するため、新たな住所地でも住民票の閲覧
　等を制限することができます。

定額給付金
子育て応援特別手当

　定額給付金、子育て応援特別手当の申
請期間は平成21年10月15日㈭までです。
　申請は早めにお願いいたします。
　申請書が届いていない方は、早急に定
額給付金事務局へご連絡ください。

　市などをかたった不審な電話や郵便物
を受けた方は、定額給付金事務局または
最寄りの警察署へご連絡ください。

問合せ　西条市役所　定額給付金事務局
　℡0897－52－1492　℡0897－56－5316
　℡0897－56－5317　※いずれの番号も直通

９
月
の
市
税
ご
よ
み

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す

免
除
・
猶
予
制
度
を
受
け
て
い
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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市
で
は
公
共
下
水
道
全
体
計
画

見
直
し
の
た
め
、
下
水
道
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
業
者
に

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
西
条
市
長
発
行
の
調
査

員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
戸
別
に

訪
問
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
実
施
地
域

　

下
水
道
の
整
備
済
区
域
と
認
可

区
域
を
除
く
地
域

■
調
査
内
容

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
実
態
、
生

活
排
水
の
処
理
実
態
な
ど

■
調
査
期
間

　

９
月
～
平
成
22
年
１
月

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
下
水
道
工
務
課

　

下
水
道
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
３

　下水道にビニールや残飯などの異物や油などが流れ込む
と、下水管や処理施設の故障の原因となり、維持管理費の
増大につながります。
　下水道はみんなで使う公共の財産です。次のことに注意
して、下水道を大切に使いましょう。
・排水口に網などを付けて、異物を流し込まない。
・油は紙でふき取り、もえるごみで出す。
・月１回程度、汚水ます内の油やごみを取り除く。

　排水設備、水洗便所への改造など下水道についての相談に
市の下水道担当職員がお答えします。
■日時・場所
●東予農村環境改善センター　９月８日㈫　10時～12時
●禎瑞公民館　９月８日㈫　14時～16時

　下水道をテーマにした作品を募集します。各部門の中から
国土交通大臣賞などの作品が選ばれます。
■募集部門・対象
○絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門：小・中学生
○標語部門：資格制限なし
■応募期限　11月10日㈫必着
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者へ送付します。
　詳しくは、下水道業務課へお問い合わせください。
■主催　㈳日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

市庁舎本館下水道業務課　下水道業務係　℡0897－52－1224
東予総合支所建設管理課　上下水道係

　下水道に接続する工事は、衛生上とても大切な工事です
ので、市の指定工事店でなければ行えません。指定工事店
以外での工事は無資格工事となり、工事のやり直しや、過
料（違反に対する金銭）を科せられる場合があります。
■融資あっせん制度をご利用ください
　市では、下水道への接続工事をする際、工事１件につき
30万～40万円を限度額（工事内容で異なります）とする、
工事資金の融資あっせんを行っています。

　現在、市内の下水道は約６万人の方が利用できますが、
その利用率は約89％（約５万3,000人）で、まだ下水道に
接続していない家屋があります。
　下水道が使えるようになった地域の皆さんが下水道に接
続することで、初めて地域一帯の生活環境の改善が進み、
下水道整備の効果が現れてきます。
　下水道が使えるようになった地域で、未接続のご家庭は
１日も早く下水道に接続しましょう。

　下水道は良好な生活環境の確保や公共用水域の水質保全
など、市民生活に重要な役割を担っています。
　快適で住みよいまちづくりのため、下水道事業のご理解
とご協力をお願いいたします。

下水道いろいろコンクール作品募集

下水道相談所を開設します

下
水
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

給水装置の適切な管理をお願いします

問合せ　市庁舎本館水道業務課　℡0897－52－1352

　配水管の分岐（分水栓）からの給水装置はご家庭の財産ですので、適切な
管理をお願いします。ただし、配水管から水道メーターまでの漏水は、原則
として西条市水道事業が修理します。
　漏水を発見された場合は、直ちにご連絡ください。水道メーターを通過し
た水は、漏水であっても水道料金に加算されますので、ご注意ください。

配水管

分水栓

水道メーター

水道事業の費用負担（原則）
※個人の不注意によるもの、漏水箇所上に建物や
　樹木がある場合などは、例外となります。　　

給水装置（ご家庭が管理）

私有地 公　道

水道事業が管理

ご家庭の費用負担

止水栓
メーターボックス

土地の境界

管理の境界

修理の境界

広報さいじょう　2009　9月号13



■
日
時

　

９
月
25
日
㈮　

９
時
30
分

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ

っ
た
方
へ
の
表
彰
、
金
婚
者
の
顕

彰
、
記
念
講
演

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介

護
課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時　

10
月
４
日
㈰　

10
時

■
場
所　

東
予
運
動
公
園
内　

ビ

バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
内
容

　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
障
害
者

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
運
動
会
。
当
日
に
参
加
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
日
時　

９
月
26
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
玄
関
前
に
集
合

■
内
容　

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
の

さ
ま
ざ
ま
な
魚
を
観
察

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

９
月
16
日
㈬

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
２
１

Eﾒｰﾙ kankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

９
月
12
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
場
所

　

ト
リ
ム
公
園
～
伊
曽
乃
神
社

■
内
容

　

は
る
か
昔
か
ら
地
域
を
見
つ
め

て
き
た
巨
樹
に
出
会
い
、
自
然
を

感
じ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
す
。

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

９
月
10
日
㈭

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙ kankyoeisei@
saijo-city.jp

■
主
催

　

西
条
市
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー

■
日
時　

９
月
17
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
新
居
浜
（
新
居
浜
市
）

■
内
容

　

に
い
は
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

ク
ラ
ブ
発
足
７
周
年
を
記
念
し
て

の
講
演
会
。
講
師
に
作
家
の
神
津

カ
ン
ナ
氏
を
迎
え
、
地
球
環
境
に

つ
い
て
共
に
考
え
ま
す
。

■
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
四
国
電
力
㈱
新
居
浜
支
店

へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
FAX
０
８
９
７

－

３
７

－

４
３
１
７
）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

９
月
10
日
㈭

■
問
合
せ

　

四
国
電
力
㈱
新
居
浜
支
店

　

総
務
課
（
山
本
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

３
７
８
４

－

２
９
５
０

■
展
示
期
間

　

９
月
29
日
㈫
～
10
月
４
日
㈰

　

９
時
～
17
時

■
場
所

　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
内
容

　

平
成
21
年
度
市
民
大
学
写
真
講

座
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
展
示

■
問
合
せ　

中
央
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

４
０
３
０

■
日
時　

９
月
23
日
㈬

　
　
　
　

11
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
松
山
市
）

■
内
容

○
11
時
～
12
時　

式
典

○
12
時
～
15
時
30
分

　

ア
ジ
リ
テ
ィ
ー
（
犬
の
障
害
物

競
走
）、
愛
犬
し
つ
け
方
教
室
、

動
物
の
病
気
相
談
、
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
、
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体
験
、

動
物
カ
ー
ド
・
動
物
風
船
作
り
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
７

－

９
２
０
０

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

老
人
福
祉
大
会

第
２
回
自
然
観
察
会

水
辺
の
魚
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

巨
樹
と
の
ふ
れ
あ
い

神
津
カ
ン
ナ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ー
ク

市
民
大
学

「
写
真
講
座
」
ロ
ビ
ー
展

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
０
９

秋の全国交通安全運動 ９月21日㈪～30日㈬ ９月30日は「交通事故死ゼロをめざす日」

●運動の基本　高齢者の交通事故防止
●運動の重点
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
②すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶

年間の交通事故死者80人未満をめざす
“アンダー80"を達成しましょう!!
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■
日
時
（
各
級
全
15
回
）

　

10
月
下
旬
～
平
成
22
年
5
月

○
初
級　

火
曜
日

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
45
分

○
中
級　

火
曜
日

　
　
　
　

19
時
～
20
時
15
分

○
上
級　

水
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
15
時
15
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室
１

な
ど
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

国
際
交
流
員
の
ケ
イ
レ
ブ
・
デ

マ
レ
ー
さ
ん
と
英
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。（
専
門
的
な
語
学
講
座
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
し

て
い
る
方
で
、
７
割
以
上
参
加
可

能
な
方
（
学
生
を
除
く
）

■
定
員　

各
20
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
新
規
受
講
者
を
優
先
）

■
受
講
料　

４
０
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
日
時　

９
月
６
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師

　

新
居
浜
市
Ａ
Ｌ
Ｔ　

デ
イ
ビ
ッ

ド
・
テ
ィ
タ
リ
ン
ト
ン
さ
ん
（
米

国
出
身
）

■
テ
ー
マ

　
T

h
e P

ow
er of C

u
ltu

ral 
R

e
la

tiv
ity

～
日
米
の
比
較
～

※
講
座
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

　

市
内
に
は
１
千
人
以
上
の
外
国

人
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
多
く
が

日
本
語
を
習
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
日
本
語
を
教
え
て
み
た
い

方
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
全
10
回
）

　

10
月
1
日
～
12
月
10
日
の
木
曜

日
（
10
月
15
日
除
く
）

　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
1
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
対
象　

市
内
在
住
者

■
定
員　

20
人

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
０
６

【
草
木
染
】

■
日
時
（
午
前
・
午
後
い
ず
れ
か
）

　

９
月
15
日
㈫　

９
時
30
分
～
12

時
、
13
時
30
分
～
16
時

■
内
容　

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
で
染
め
ま
す
。

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円
（
素
材
代
別
途
要
）

【
つ
く
っ
て
食
べ
る
子
ど
も
キ
ャ

ン
プ
】

■
日
時
（
１
泊
２
日
）

　

９
月
20
日
㈰　

14
時
30
分
～

　

９
月
21
日
㈪　

15
時

■
内
容

　

ふ
れ
あ
い
の
里
で
自
分
の
生
活

力
と
向
き
合
い
ま
す
。

■
対
象　

小
学
５
年
生
以
上

■
定
員　

８
人

■
参
加
費

　

１
万
円
（
宿
泊
費
、
食
事
代
３

食
分
な
ど
込
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

ケ
イ
レ
ブ
の
英
会
話
教
室

国
際
理
解
講
座

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

日
本
語
教
師
養
成
講
座

申込先：市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

次世代育成支援スポーツ事業

日時 ９月19日㈯　９時30分～16時

場所 東予体育館

対象　市内小学５・６年生（経験者）　　定員　100人

講師　窪田夕子氏

四国中央市（旧川之江）出身。小学校時代から
バスケットボールを始める。1989～1994年に在
籍したシャンソン化粧品時代には、全日本総合
選手権大会・日本リーグで４回優勝。現在は母
校である新居浜商業高等学校で、女子バスケッ
トボール部顧問として活躍中。

愛媛県総合科学博物館　イベント情報・お知らせ

　総合科学博物館ではプラネタリウム改修を行うた
め、上記期間のプラネタリウム番組投影を休止しま
す。リニューアルオープンは３月下旬の予定です。

休止期間：９月28日㈪～平成22年３月下旬

日時　９月11日～12月13日の金・土・日曜日、祝日
　　　金曜日：13時～　土日祝日：12時～、14時～
　　　実演時間：１回25分程度
内容　空気をテーマとした大気圧と真空の実験を行
　　います。空気の流れを利用した科学手品も紹介
　　します。（参加費・申込不要。ただし入館料が必要）

問合せ　総合科学博物館　℡0897－40－4100
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救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数

分
間
に
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
積
極
的
に
参
加
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
含
む
適
切
な
応
急
手
当
の

方
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

９
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時　

10
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所　

消
防
本
部
大
会
議
室

■
受
講
料

　

８
８
０
０
円
（
危
険
物
安
全
協

会
会
員
は
６
３
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

４
２
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
29
日
㈫

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
時

○
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

　

11
月
19
日
㈭　

９
時
～
12
時

○
給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取

扱
者

　

11
月
19
日
㈭　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

東
予
地
方
局
大
会
議
室

■
対
象

○
継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱

者
は
、
３
年
以
内
に
受
講

○
新
た
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
は
、

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
１
年
以
内
に
受
講

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
11
月
17
日
㈫

■
申
請
書
の
配
布

　

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課
、
消

防
本
部
、
西
消
防
署
で
受
講
の
申

請
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

●日時　９月８日㈫・17日㈭　10時～12時　※17日は男性限定。
●内容　ＩＨの使い方を学びつつ、地元の米で料理を作ります。
●講師　四国電力㈱職員
●対象　８日の教室：一般　17日の教室：男性
●定員　各10人（応募多数の場合は抽選）　　●参加費　1,000円
●申込期限　８日の教室：９月６日㈰　17日の教室：９月10日㈭

●日時　第１回：９月13日㈰　第２回：９月26日㈯　９時～15時
●内容　観光農園で旬のイチジクを収穫後、食の創造館でイチジ
　　　クを使ったパン・お菓子を作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　長谷部恵氏（第１回）・余吾加代子氏（第２回）
●定員　各16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　大人：3,000円　子ども：2,500円
●申込期限　第１回：９月６日㈰　第２回：９月19日㈯

【臨時休館日】９月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
４
類
）
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

４日  18：00 東予運動公園野球場四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ高知

兼久池（丹原町高松）13日  13：00カヌー教室

13日　9：00 東予運動公園野球場西条市体育協会旗軟式野球大会優勝決定戦

総合体育館13日  10：00第４回本部長杯拳剛空手大会

東予体育館13日　9：00西条市スポーツ少年団秋季大会（ミニバス）

総合体育館13日　9：00ソフトバレーボール西条交流大会

東予体育館19日　9：30窪田夕子　バスケットボール教室

ひうち陸上競技場19日  17：00西条ひうち長距離記録会

東予運動公園野球場21日～23日松山プリンスクラブボーイズ夏季合宿

ひうち球場20日　8：00
27日　9：00第32回西日本軟式野球大会支部予選

丹原総合公園テニスコート20日　9：00第15回テニス普及大会

東予運動公園テニスコート27日　9：00第27回市民テニス大会

６日　8：00第５回西条市民総合体育大会 市内体育施設
開会式：ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
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■
開
催
日

○
初
級
（
全
７
回
）

　

10
月
１
日
㈭
・
６
日
㈫
～
８
日

㈭
・
20
日
㈫
～
22
日
㈭

○
中
級
（
全
７
回
）

　

10
月
27
日
㈫
・
11
月
４
日
㈬
・
５

日
㈭
・
10
日
㈫
～
12
日
㈭
・
17
日
㈫

■
時
間　

13
時
～
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

用
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

各
13
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代

　

１
５
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限　

９
月
11
日
㈮

■
申
込
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ

－

え

ひ
め
（
宇
佐
美
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

５
１
４
１

－

０
７
１
６

■
日
程
（
各
級
１
０
０
時
間
）

○
初
級

　

10
月
19
日
㈪
～
11
月
11
日
㈬

○
中
級

　

11
月
16
日
㈪
～
12
月
９
日
㈬

■
時
間　

９
時
～
16
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

文
書
作
成
、
表
計
算
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
仕
事
に
生
か
せ
る

デ
ー
タ
処
理
の
基
礎
実
務
研
修

※
使
用
ソ
フ
ト
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
、
ワ
ー
ド
２
０
０
３
、

エ
ク
セ
ル
２
０
０
３
。

■
定
員　

各
10
人
（
面
談
で
受
講

者
を
決
定
し
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
万
円
程
度

■
申
込
期
限　

９
月
18
日
㈮

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
Ｖ
Ｂ
Ａ
を
学
ぶ　

エ
ク
セ
ル
応

用
操
作

　

９
月
26
日
㈯
・
10
月
３
日
㈯

　

申
込
期
限
…
９
月
11
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ　

Ｌ
Ｔ
実

務
実
践
編

　

10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・
10
日
㈯

　

申
込
期
限
…
９
月
18
日
㈮

■
問
合
せ

　

各
講
座
は
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

URL http://w
w

w
.ticc-ehim

e.
or.jp/

■
日
時　

９
月
28
日
㈪

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師

　

人
間
牧
場
主　

若
松
進
一
氏

■
内
容

　

子
育
て
の
知
識
の
習
得
を
目
的

と
し
た
講
演

■
申
込
期
限　

９
月
18
日
㈮

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

※
講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
19
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

住
宅
の
税
金
等
基
礎
知
識

■
内
容

　

各
分
野
の
プ
ロ
が
、
安
心
・
安

全
で
快
適
な
家
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局
（
い
し
づ
ち
森

林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

■
募
集
学
科

　

溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

■
訓
練
期
間

　

10
月
～
平
成
22
年
９
月

■
訓
練
内
容

　

溶
接
技
術
者
の
養
成

■
入
校
資
格

　

就
職
の
た
め
技
能
を
習
得
し
た

い
方
、
職
業
に
就
き
た
い
意
欲
の

あ
る
方
（
学
歴
不
問
）

■
定
員　

10
人

■
受
付
期
間　

９
月
８
日
㈫
ま
で

■
入
校
選
考
日　

９
月
14
日
㈪

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
障
害
者
の

職
業
能
力
開
発
や
雇
用
促
進
を
図

る
た
め
の
技
能
競
技
大
会
で
す
。

■
開
催
日　

11
月
８
日
㈰

■
場
所　

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

■
参
加
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
所
持
す
る
15
歳
以

上
の
方

■
競
技
種
目

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
箱
折
り
、

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

■
申
込
期
間　

９
月
10
日
㈭
ま
で

■
申
込
先

　

㈳
愛
媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
協
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
３

－

６
６
２
２

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
地
産
地
消
」

　

 

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

求
職
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
教
室

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

第
７
回
え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
者
募
集

得
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【
募
集
の
ご
案
内
】

■
募
集
種
目
・
資
格
・
受
付
期
間

○
看
護
学
生

　

24
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者

　

９
月
７
日
㈪
～
10
月
２
日
㈮

○
防
衛
大
学
校
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者

　

９
月
７
日
㈪
～
10
月
２
日
㈮

○
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者

　

９
月
７
日
㈪
～
10
月
２
日
㈮

※
各
応
募
資
格
に
は
平
成
22
年
３

月
高
校
卒
業
予
定
者
を
含
む
。

【
自
衛
隊
地
域
説
明
会
の
ご
案
内
】

　

自
衛
隊
の
編
成
や
活
動
、
自
衛

官
の
募
集
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
４
日
㈮

　
　
　
　

18
時
～
19
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

会
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

【
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－
５
３
９
６

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
50
歳
未
満

の
元
気
な
女
性

■
募
集
人
員　

12
人

■
活
動
内
容

　

地
域
住
民
へ
の
防
火
指
導
、
救

急
応
急
手
当
な
ど
の
普
及
活
動
、

火
災
予
防
運
動
や
地
域
活
動
に
お

け
る
防
火
広
報
、
災
害
時
の
後
方

支
援
活
動
、
消
防
団
各
種
行
事
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
訓
練
研
修
な
ど

■
待
遇

　

西
条
市
消
防
団
条
例
に
基
づ
く

団
員
報
酬
、
出
動
手
当
の
支
給
。

制
服
、
製
帽
な
ど
被
服
一
式
の
貸

与
。
公
務
災
害
補
償
、
勤
務
年
数

に
よ
る
表
彰
、
退
職
報
償
金
な
ど

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

消
防
本
部
、
西
消
防
署
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
簡
単
な
面
接
な
ど
を
行

い
、
採
用
決
定
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

消
防
本
部
総
務
課　

消
防
団
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
０

女
性
消
防
団
員
募
集

郵便での申込用紙の請求方法
　郵送する封筒に『「試験区分」職員採用試験申込用紙請求』
（※記入例：消防職職員採用試験申込用紙請求）と朱書きし、
返信用封筒（角形２号封筒の表面にあて先を記入し、120円切
手を貼付したもの）を同封して、職員課へ郵送してください。

インターネットでの申し込みも可能です
　電子申請システム「えひめ電子自治体共同運営サービス」で
採用試験の申し込みができます。ただし、インターネットでの
申込期間は、９月２日㈬～16日㈬です。
　URL http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/

　平成21年度西条市職員採用候補者試験を次のとおり
実施します。（募集職種は下表参照）
■第１次試験日　10月18日㈰
■申込用紙の配布場所
　９月１日㈫から市庁舎本館（４階）職員課、各総合
支所総務課で配布します。
■申込用紙の受付場所
　〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館職員課
※採用試験の要領は、市のホームページにも掲載しています。

西条市職員を募集します 申込期間：９月１日㈫～25日㈮
※郵送の場合は９月23日㈬消印有効

市職員採用候補者試験についてのお問い合わせ先：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

試験区分 採用予定人数

■募集職種（試験区分・採用予定人数・受験資格）

受験資格

○短期大学、高等専門学校、もしくはこれらと同等と認められる学校を卒
　業した者または平成22年３月に卒業見込みの者で、昭和58年４月２日以
　降に生まれた者

○高等学校を卒業した者または平成22年３月卒業見込みの者で、昭和60年
　４月２日以降に生まれた者

　高等学校卒業以上の学歴を有し（卒業見込みの者を含む）、民間企業等
の経験で培った高度な専門知識、発想力、行動力などを活かせる者または
スポーツ、文化芸術、研究、学術分野において顕著な実績・成果を収めた
者で、昭和34年４月２日以降に生まれた者

若干名

若干名

消防職（初級）

スペシャリスト職
（自己推薦採用）

自
衛
官
募
集
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●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　９月12日㈯・26日㈯　13時～16時
●水彩画・油絵教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　９月５日㈯・19日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　９月９日㈬・16日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●しゅんこう和紙ちぎり絵展
　南邦子サークル展　　期間　９月1日㈫～26日㈯

【開館時間】９時～22時
【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

●打ち上げ花火の調べ写真展
　木村春実さんが各所の花火
大会で撮影した打ち上げ花火
の風景写真展。夜空のキャン
パスに炸裂した大輪華の感動
を思い出してみませんか。
期間　９月26日㈯まで　　場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【９月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（23日開館）

●自然素材を用いた生活用品のざる・籠と染め織り展
　竹・籐・アケビなどの自然素材を用いた国内外のざる・
籠類や芭蕉布・藤布などの民芸織物を展示。
期間　９月30日㈬まで
●砥部焼、多川浩生と西岡達郎の二人展
　「手作り、手描きの普段使いの食器」をテーマに、砥部
町で活躍するお二人の磁器と陶器の展示・販売会。
期間　９月16日㈬～22日㈫　※最終日は15時まで。

【開館時間】９時～16時30分
【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

【開館時間】９時～17時　
【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

●特別展示「だんじり彫刻の下絵」
　軍記物語や花鳥絵図。西条が誇るだんじり彫刻家の石水
家からお借りした下絵を展示します。
期間　９月１日㈫～27日㈰

●郷土史講座「西条の祭り」
日時　９月17日㈭　13時30分～15時30分　
講師　西條史談会副会長　吉本　勝氏　　
定員　30人（先着順）　　申込期限　９月10日㈭

【開館時間】９時～17時30分　
【９月休館日】水曜日（23日開館）、24日㈭、25日㈮、27日㈰、28日㈪
　　　　　　　29日㈫

●特別展　郷土の芸術家「書家・織田子青その人と作品」
　書家・教育者・童謡作家な
ど多彩な才能をもつ織田子青
（明治29年・小松町妙口生ま
れ）の人物を紹介するととも
に、扁額や掛軸など多数の未
公開作品を展示。
期間　９月23日㈬まで　

●全日本写真連盟東予支部展
　郷土の風景、季節の行事、植物など感動の作品を展示。
期間　９月15日㈫～29日㈫
●陶芸展
　地域で陶芸を楽しまれている方々の作品展。
期間　９月10日㈭まで

【開館時間】８時30分～17時　【９月休館日】月曜日、22日㈫、23日㈬

▲

東
光
だ
ん
じ
り
の
彫
刻
（
右
）
と
、

　

そ
の
下
絵
（
左
）

　水気のあるところで使う洗濯機、食器洗い機、電気温水器、屋外で風雨にさらされ
るエアコンの室外機、庭園灯、高電圧の電気を使う電子レンジなどには、必ずアース
線を取り付けましょう。
　アース線は、電気機器が万一漏電したとき、漏れた電気を大地に流してくれるので
感電の危険が減少できます。
　アース線の取り付けは、電気工事店に依頼してください。
■問合せ　㈶四国電気保安協会愛媛支部（西条事業所）　℡0897－56－5069

感電防止にアース線を取り付けよう！感電防止にアース線を取り付けよう！
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●小・中学生科学展
日時　９月５日㈯・６日㈰　８時30分～16時
場所　３階特別展示室

【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

忍たま乱太郎～天狗の秘密と消えた太陽の段～
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○第２・４土曜日は、10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
※９月15日㈫・16日㈬は、星座入れ替えのため投影しません。
　９月17日㈭から秋の星座に替わります。

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

●西条祭り紙切りえ展
　市内在住の塩崎剛さんに
よるはさみ切りえ展。下絵
を書かず頭の中でイメージ
した、だんじり・御輿を１
枚の紙から見事に表現。
期間　９月２日㈬～27日㈰
●考古学講座
日時　９月13日㈰　13時～15時
テーマ　縄文・弥生時代の土器の種類　　
対象　小学生以上
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　柴田昌児氏

●市内小・中学生無料開放日
日時　９月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　９月26日㈯ 　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターを設置しています
　水中での動きをその場で映像に
よって確認することができ、より
効果的に水中フォームなどのチェ
ックができます。
　ぜひご利用ください。

【開館時間】10時～21時　【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭

こどもの国　９月の行事予定表　　　定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。
行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土・日曜日
（27日除く）
14：00～14：30

太陽や星を見る（第３回）
テーマ：秋の星座と土星

26日
19：30～21：00

小学４年生以上　定員：60人
小学１～3年生は保護者同伴

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

４歳児～中学生　定員：16人
幼児は保護者同伴　材料費：250円
必要な物：エプロン

小学２～６年生
定員：10人

５日・19日
10：00～12：00

染め物教室

絵画教室

12日・23日
13：30～15：30

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 ５日

13：30～15：00

楽しい電子工作
電子草笛

20日
13：30～15：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人親子木工教室 19日

13：30～16：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円木彫教室 13日・21日

13：30～16：30

小学３年生～中学生
定員：10人

（新）作って遊ぼう！グラスアート
☆キャンディポット（イルカ）☆

イラスト教室

６日
13：30～15：30

５日
13：30～15：30

５歳児～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円

楽しい電子工作
フラッシュライト

６日
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 ６日
13：30～15：00

小・中学生　定員：10人

小学生　定員：30人
13日
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

※別途200円で、映像を録画したＤＶＤを差し上げます。

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円

市外の方 1,000円 300円

▼水中モニターシステムの使用料

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

●東予ふるさとこみち展
　東予地区に残る寺社・名木・城跡・仏像・古墳・石碑な
どを４つのコースに分けて紹介。　
期間　９月３日㈭～10月25日㈰
●市民愛蔵品展　作品募集
　10月末に開催予定の「市
民愛蔵品展」に出品してい
ただける作品（絵画・掛軸
など）を募集します。
　出展にご協力いただける方は、10月２日㈮まで
に東予郷土館へご連絡ください。
●一閑張りづくり教室生募集
日時　10月２日㈮・３日㈯・６日㈫　10時～12時
内容　空き箱を使って、風合いのある一閑張りを制作。
定員　15人（先着順）　　費用　550円
申込期限　９月20日㈰

●リトミック・１歳児クラス（要申込）
　９月９日㈬　10時～10時30分　　定員：10組
　対象：１歳６カ月～２歳未満の幼児と保護者
●リトミック・２歳児クラス（要申込）
　９月９日㈬　10時45分～11時15分　　定員：10組
　対象：２歳以上の幼児と保護者
●ゲーム遊び
　９月12日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●敬老の日プレゼント作り（要申込）
　９月19日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児、小学生　　定員：30人　　
　内容：牛乳パックのメガネケースを作ります。

●茶道クラブ
　９月12日㈯　10時～12時　　
　対象：幼児、小学生
●みんなで遊ぼうデー　～いろいろな紙飛行機を作って飛ばそう～
　９月12日㈯　13時30分～14時30分　　
　対象：幼児、小学生
●リズム教室
　９月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●敬老の日のプレゼント作り　～貝の根付け作り～
　９月19日㈯　10時～11時30分、13時30分～15時　
　対象：幼児、小学生　　定員：各20人

【開館時間】８時30分～17時　【９月休館日】月曜日、22日㈫、23日㈬
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【９月休館日】
　西条図書館：30日㈬
　東予図書館：月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、27日㈰、29日㈫、
　　　　　　　30日㈬
　丹原図書館：金曜日、24日㈭、28日㈪、29日㈫、30日㈬
　小松温芳図書館：水曜日（23日開館）、24日㈭、25日㈮、27日㈰～29日㈫

▼西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　９月１日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●歴史講座「ふるさと探訪講座」
　９月26日㈯　14時～15時30分　　定員：50人
　テーマ：西条藩手漉き和紙の歴史　研究その後
　講師：西條史談会　加藤正典氏
●読書会（輪読会）
　９月５日㈯　13時～16時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　９月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　９月16日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上

●４日・18日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～16：00
●11日・25日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校前　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：40
●５日・19日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：30
西条西中学校　　　　　10：50～11：20
東予西中学校　　　　　13：00～13：30
河北中学校　　　　　　13：40～14：10
丹原西中学校　　　　　14：50～15：20
●12日・26日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00
●６日・20日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：30
舟形バス停横　　　　　11：40～12：10

※利用には図書館利用カードが必要です。
※小・中学校の巡回は、運動会など学校
　行事の都合で中止する場合があります。

●７日・21日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●１日・15日・29日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：40～13：10
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～14：00
伊曽乃神社鳥居前　　　14：10～14：50
●９日・23日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●２日・16日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡公民館　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
小松農村環境改善センター　15：40～16：20
●10日・24日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30

●こども映画会「おさるのジョージ」
　９月５日㈯　13時30分～14時50分
●リトミック（要申込）
　９月12日㈯　10時30分～11時　
　対象：２・３歳児親子　　定員：10組
●敬老の日のプレゼント作り（要申込）
　９月19日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児、小学生　　定員：10人
　内容：小さなぞうりのキーホルダーを作ります。

●動くこどもの城「仕掛けドミノ」
　９月５日㈯　10時～12時　　
　対象：幼児、小学生　　定員：30人
●わんぱく広場「敬老の日プレゼント作り」
　９月19日㈯　14時～15時
　対象：幼児、小学生

　このほか、さまざまな自由参加の催し物を毎月開催していま
す。ぜひご参加ください。

広報さいじょう　2009　9月号 20



●リトミック・１歳児クラス（要申込）
　９月９日㈬　10時～10時30分　　定員：10組
　対象：１歳６カ月～２歳未満の幼児と保護者
●リトミック・２歳児クラス（要申込）
　９月９日㈬　10時45分～11時15分　　定員：10組
　対象：２歳以上の幼児と保護者
●ゲーム遊び
　９月12日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●敬老の日プレゼント作り（要申込）
　９月19日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児、小学生　　定員：30人　　
　内容：牛乳パックのメガネケースを作ります。

●茶道クラブ
　９月12日㈯　10時～12時　　
　対象：幼児、小学生
●みんなで遊ぼうデー　～いろいろな紙飛行機を作って飛ばそう～
　９月12日㈯　13時30分～14時30分　　
　対象：幼児、小学生
●リズム教室
　９月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●敬老の日のプレゼント作り　～貝の根付け作り～
　９月19日㈯　10時～11時30分、13時30分～15時　
　対象：幼児、小学生　　定員：各20人

【開館時間】８時30分～17時　【９月休館日】月曜日、22日㈫、23日㈬
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【９月休館日】
　西条図書館：30日㈬
　東予図書館：月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、27日㈰、29日㈫、
　　　　　　　30日㈬
　丹原図書館：金曜日、24日㈭、28日㈪、29日㈫、30日㈬
　小松温芳図書館：水曜日（23日開館）、24日㈭、25日㈮、27日㈰～29日㈫

▼西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　９月１日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●歴史講座「ふるさと探訪講座」
　９月26日㈯　14時～15時30分　　定員：50人
　テーマ：西条藩手漉き和紙の歴史　研究その後
　講師：西條史談会　加藤正典氏
●読書会（輪読会）
　９月５日㈯　13時～16時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　９月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　９月16日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上

●４日・18日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～16：00
●11日・25日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校前　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：40
●５日・19日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：30
西条西中学校　　　　　10：50～11：20
東予西中学校　　　　　13：00～13：30
河北中学校　　　　　　13：40～14：10
丹原西中学校　　　　　14：50～15：20
●12日・26日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00
●６日・20日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：30
舟形バス停横　　　　　11：40～12：10

※利用には図書館利用カードが必要です。
※小・中学校の巡回は、運動会など学校
　行事の都合で中止する場合があります。

●７日・21日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●１日・15日・29日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：40～13：10
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～14：00
伊曽乃神社鳥居前　　　14：10～14：50
●９日・23日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●２日・16日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡公民館　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
小松農村環境改善センター　15：40～16：20
●10日・24日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30

●こども映画会「おさるのジョージ」
　９月５日㈯　13時30分～14時50分
●リトミック（要申込）
　９月12日㈯　10時30分～11時　
　対象：２・３歳児親子　　定員：10組
●敬老の日のプレゼント作り（要申込）
　９月19日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児、小学生　　定員：10人
　内容：小さなぞうりのキーホルダーを作ります。

●動くこどもの城「仕掛けドミノ」
　９月５日㈯　10時～12時　　
　対象：幼児、小学生　　定員：30人
●わんぱく広場「敬老の日プレゼント作り」
　９月19日㈯　14時～15時
　対象：幼児、小学生

　このほか、さまざまな自由参加の催し物を毎月開催していま
す。ぜひご参加ください。
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素材・分量（１人分）

栄養価（１人当たり）

西條そば　甲
荻原甲慎さん

　　作付面積：3.5ha
　　収  穫  量：350ｔ
参考：ＪＡ西条聞き取り調査

　ナスの紫色はナスニンという色素。この色素には抗酸化作用
があり、血液をサラサラにして血管をきれいにするので、動脈
硬化予防の作用もあるといわれています。ナスのような色鮮や
かな夏野菜は、豊富なビタミン類を含んでいます｡

辛口めんつゆ（濃い目に希釈しためんつゆ）‥‥‥‥‥‥‥‥‥   適量
甘口めんつゆ（標準に希釈しためんつゆ）‥‥‥‥‥‥‥‥‥  500ｍｌ
絹かわなす ‥‥‥‥‥‥‥ １本　　  そば（乾めん）‥‥‥‥‥  140ｇ
大根おろし ‥‥‥‥‥‥‥ 20ｇ　　  かいわれ大根‥‥‥‥‥‥   適量

エネルギー ‥‥‥‥‥  3 9 9 kcal　　   タンパク質 ‥‥‥‥‥   1 4 . 0ｇ
脂肪　‥‥‥‥‥‥‥‥    6.9ｇ

絹かわなす
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ス
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収
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10
月
ま
で
で
、
名
水
ブ
ラ
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ド
と
し
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主
に
地
元
市
場
や
Ｊ
Ａ
直

　大阪出身ですが、そばに合う水を
求めて西条に辿りつき、今ではすっ
かり西条が大好きになりました。
　地域の豊富な食材に向き合い、皆
さんに料理を提案していくことで、
少しでも地域食文化に貢献できる店
を作っていきたいと考えています。

ジュニアベジタブル＆フルーツマイスター

丹　智美さん

　絹かわなすは、うちぬきの水に育まれた新鮮で
おいしいナスです。
　地域特有の食材には、その地域の暮らしや気候
の特徴が現れています。地域でとれた食材を利用
することで、食の文化を大切に受け継いでいきた
いものです。

地域の特産を知ろう

　黒紫色が美しく、ハリとツヤ
のあるものが良質です。さらに
ヘタが黒く、トゲが堅くて痛い
ようなら新鮮な証拠です。乾燥
しやすいので、ラップに包んで
冷蔵庫で保存しましょう。

販
所
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
内

で
簡
単
に
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
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す
。

　

日
本
一
の
名
水
に
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た
、
新
鮮
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お
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し
い
地
元
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統
野
菜
を
、
今
晩

召
し
上
が
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み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

①　辛口・甘口のめんつゆを冷蔵庫でよく冷やしておく。
②　絹かわなすを1.5㎝幅の輪切りにして、中心部の３枚を
　取る。
③　100～140℃の油で②の表面だけに熱を通して、油を切る。
④　③を焦げ目が軽くつく程度に炒める。
⑤　冷えた辛口めんつゆに④を１時間ぐらい浸す。
⑥　そばを大量のお湯でゆがき、冷水でしめる。
⑦　冷えた甘口めんつゆを丼に入れて、そばをとき入れ、⑤、
　大根おろし、かいわれ大根を添えると完成。
※そばのゆで時間は、商品ラベルで指定されている時間を目安にし、ゆ
　でているときは、箸でそばを回すようにすると良いです。
※ナスの残った部分は、３～５％の塩水に一晩漬けこむと、おいしい浅
　漬けになります。
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　色鮮やかでさまざまな形を
した七夕飾りが通りを彩る、
七夕イベントとしては県下最
大級の夏まつりです。華やか
な飾りに明かりが灯り、幻想
的な風情となった丹原商店街
は、連日多くの人の波ができ
ており、この夏まつりに対す
る期待感の大きさを感じまし
た。浴衣姿の若い人たちや、
小さな子どもを連れた家族な
ど、微笑ましい光景が通りの
至るところで見られました。

　初日に心配された天候も、
実行委員会の皆さんの熱い思
いが天に通じ小雨がぱらつい
た程度で、うなぎのつかみど
りや金魚すくいに子どもたち
の大きな歓声が上がっていま
した。
　２日目には、この祭りのメ
インイベントである小松音頭
踊りに、復活した篤山連など
約20の踊り連が参加し約500人
が伝統の踊りを披露して、集
まった多くの観客を魅了して
いました。

▲ ワイキキビーチを思い出しました

▲ 

幻
想
的
な
雰
囲
気
も

▲ 

迫
力
あ
る
踊
り
に
観
衆
は
引
き
込
ま
れ
ま
し
た

▲ 

光
と
舞
い
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

8/1～2　小松町ふるさと祭り8/5～7　丹原七夕夏まつり

▲

 

夏
祭
り
に
は
浴
衣
姿
が
一
番
！

▲ 踊りの列は途切れることなく続きました ▲ 子どもたちも負けずに踊る、踊る！

▲ 

殿
が
城
下
を
視
察
？

8/7　おかげん祭 市民花火大会

7/25　西条踊り「ISHI-ZUCHI」発表会

　今年は例年の２倍近い約
4900発の花火が打ち上げら
れ、観客の皆さんは暗闇に
咲く芸術作品に魅了されて
いました。特大の15号玉が
打ち上がると、その轟音は
お腹の底まで響きました。
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▲ 観察した部分日食

　小学校の集大成として、防災を切り口に広く社会に目を向け、よ
り確かな社会性を身に付ける12歳教育推進事業として、市内26校の
代表が一堂に会して、体験活動や意見交換を行いました。徳田小学
校を会場とした防災キャンプは、共同生活を通じて子どもたちの防
災意識と連携を高める契機となりました。

バナナボート
ジェットスポーツ

7/31　子ども防災サミット8/5～6　子ども防災キャンプ

8/2　マリンフェスタ in 西条 7/20　第35回 研修の船

7/21　来館者が10万人達成7/30　図書館講演会

7/22　わくわく どきどき　日食観察会8/4　野口英世レリーフ像を再建立

推進しています！ 地域産材での家づくり

　国内では46年ぶりとな
った皆既日食も、西条市
内では最大食分 0.866の
部分日食となりました。
　西条図書館裏の中央緑
地では、西条自然学校に
よる日食観察会が開催さ
れ、夏休み中の子どもた
ちなど約70人が参加し魅
惑の天体ショーを楽しみ
ました。薄く広がる雲間
から三日月のような太陽
が見えた瞬間には、大き
な歓声が上がりました。

　６月１日に開館し
た西条図書館の入館
者が、７月21日に10
万人に達しました。
記念すべき10万人目
は、新居浜市の松本
元希君（大生院小学
校５年生）でした。
認定書と記念品を受
け取ると「夏休みな
のでまた来ます」と
話してくれました。

　市内の小中学生とその保護
者など約800人が参加した、
「研修の船」も今回で35回を
数えます。救命胴衣の着用実
験には、緊張した表情の子ど
もたちが参加していました。

　海の月間の協賛事業「マリン
フェスタin西条」は、のべ900
人を超える参加者でにぎわい、
今治海上保安部の巡視艇の船内
見学やボート乗船体験などで、
海の安全について学びました。

　西条地産地消の家づく
り推進協議会主催の「地
産地消」　家づくりセミ
ナーが開催され、参加者
は木材の搬出現場や木材
市売場などを見学しまし
た。地域材を利用した家
づくりの推進を目的とす
るセミナーは、12月まで
毎月１回開催予定です。
(９月の開催は17頁参照)

　平成16年の台風で倒壊
していた、黒瀬地区出身の
伊藤五百亀先生制作の野口
英世レリーフ像が、旧大保
木中学校の卒業生など12名
の有志の方により大保木公
民館に再建立されました。
旧黒瀬小学校に建立後、学
校のダム水没により旧大保
木中学校へ移転し、その後
被災していたものです。

将来の西条市を担うリーダーを育成 ！

これからも広い主題にわたる資料収集・公開に努めます

私たちの生活に深く関わる海の恩恵に感謝 ！

得

　子どもと本の出会い事
業の一環として、西条図
書館で講演会が開催され
約150人が参加しました。
講師の新開孝先生（昆虫
写真家・松山市出身）は
「虫のふしぎさがし」を
テーマに、身近な昆虫の
観察方法や知られていな
い生態などを紹介され、
子どもたちは夢中になっ
て聞き入っていました。
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　佐野慈紀氏の硬式野球
教室も今回で７回目を数
えます。土井正博氏・高
代延博氏も加えた豪華な
講師陣は、貴重な体験談
も交えて熱心に指導に当
たられ、参加した子ども
たちは、暑さをものとも
せず、真剣に白球を追い、
バットを振っていました。

 県大会優勝の興奮冷めやらぬ中、既に闘志は全国大会に向いていました。

8/2　次世代育成支援スポーツ事業「硬式野球教室」7/21  丹原ＪＶＣスポーツ少年団 全国大会出場 !
　６月に行われた第29回全日本バレーボール小学生大会愛媛県
予選で、丹原ＪＶＣスポーツ少年団が見事優勝し、３年ぶり３
回目の全国大会出場を決め、このほどその報告に市役所を訪れ
ました。選手８名と少ないメンバーではあるものの、日々の練
習により、攻守にバランスのとれたチームとなりました。
 「全国大会ではチーム一丸となり、一つでも多く勝てるよう
頑張りたい」と抱負を語ってくれました。

7/30　17年ぶり6回目の栄冠

7/31　母校で壮行会開催

8/3　決意を新たに ！

 甲子園出発を前に田邉監督、井下主将らが市役所を訪れ熱い抱負が述べられました。

 　愛媛大会第１シードの西条高校は、松山中央・帝京第五・今治工と勝ち進み、決勝戦
   では、済美を投打に圧倒して、17年ぶり６回目の全国大会出場を決めました。市内では、
   新聞の号外が配られるなどし、今春の選抜大会の雪辱に大きな期待が寄せられました。

▲
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
は
超
満
員

8/8　47年ぶりの夏の校歌

8/16　よく頑張った、感動した！

　大会第１日目の第３試合に登場した西条高校ナイン。初回から好機に恵まれながら
も、八千代東の先制を許すじれったいゲーム展開となりましたが、３回に一気に逆転。
一度は追いつかれたものの８回には振り切って、47 年ぶりの夏の甲子園での勝利を
つかみました。その瞬間、大応援団で埋め尽くされたアルプススタンドは、地鳴りのよ
うな歓声に包まれ、春の悔しさを晴らすかのように高らかと校歌が斉唱されました。

　１回戦の勝利の後、雨天などで大会日程が変更となり時間が空いてしまいましたが、
２回戦に登場した西条高校の選手たちは、はつらつとした動きを見せてくれました。序盤
は押し気味に試合を展開しましたが好機にあと一本が出ず、中盤以降は明豊（大分）に
２本塁打を許すなどして０－４で敗れました。しかし、新装なった甲子園球場のアルプス
スタンドを埋め尽くした大応援団からは、その健闘に惜しみない拍手が送られていました。

甲 　子　 園 　に 　西　 条 　魂　 を　 見　 た　  ！　
（第91回 全国高校野球選手権大会に西条高校野球部 出場）
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柳
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歌
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応
募
先

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７―

５
２―

１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パットリック・グリフィンは、もともと英会話教師として新居浜市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に来た。その後、日本人の女性と結婚し、西条市へ引っ越して３人の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　男の子が生まれた。現在、市内で飲食店を経営している。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はカナダ人だ。アメリカ人の友達や親せきの話では、カナダ人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　対するステレオタイプはいつも同じだった。カナダ人は病院代が無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、ビールを飲み、きれい好きで礼儀正しく、たまにはイグルーに住
む人々だ。その中のいくつかは本当だが、多くのステレオタイプは間違いにすぎない。
　日本へ来る前に、自分の日本に対するステレオタイプを考えていた。お酒といえば、日本酒しかないからそ
の味を好きになるほかない。私のアパートはきっと狭いに決まっているので、物を置く場所がないだろう。そ
れから、日本人のように礼儀を重視しなければならないこと。病院や医療はカナダの方がきっと優れているの
で、絶対に体に気をつけないといけないことなど、私はさまざまなステレオタイプを持っていた。
　６年がたって、やっぱりステレオタイプは違ったと思う。日本人はいろいろなお酒が好きで、もしかしたら
カナダ人よりもビールが好きかもしれない。日本はとても住みやすい国だし、最初に住んでいたアパートは、
出身のバンクーバー市よりも安くて広かった。それから、日本の病院や医療費は高いが、妊婦さんや赤ちゃん
に丁寧で、カナダよりも親切なケアをしてくれているかもしれない。
　西条市は素晴らしい所だ。水が本当においしくて、バンクーバー市のように海と山に囲まれているので、地
理的にも似ている。だから、私がまだ日本にいるのは不思議ではない。北アメリカへ行ってみたいと思う方に
バンクーバー市をお勧めする。きっと、ステレオタイプで思っているより、外国は日本と違いはないと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《訳：国際交流員ケイレブ》
※ステレオタイプ：型にはまった態度や、ものの見方　　※イグルー：イヌイットの住居

▲飲食店経営者
　パットリック・
　　　　　グリフィンさん
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚
くお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽野村フキ子（玉津）▽藤岡伸吾（北条）▽杉

　悦雄（三芳）▽笹本陽地（三津屋）▽越智園

枝（正法寺）▽西条西部地域交流センターかず

らクラフト教室▽淡交会西条支部いしづち青年

部▽みずほ倶楽部▽村上記念病院▽高砂演歌ク

ラブ▽歌謡同好会北斗星

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　

伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝

甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子（大

町）、長瀬　皋（中野甲）▽歌・踊りほか　生

きがい研究会▽うちわ作り　西条高校ＪＲＣ

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽プランターの

花　石根小学校児童会

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽誕生会・歌　玉井キヨ子▽利用者介護　森本

政美▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福

祉グループ▽プランターの花　石根小学校児童

会

　

去
る
６
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
小

松
駅
前
広
場
で
、
小
松
小
学
校
、

こ
ま
つ
福
祉
作
業
所
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、

松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
局
、
西

条
市
、
西
条
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
の
関
係
者
が
集
い
、
「
人
権
の

花
」
の
苗
の
贈
呈
と
植
え
付
け
を

行
い
ま
し
た
。

　

小
松
小
の
児
童
た
ち
が
『
笑
顔

の
花
を
咲
か
せ
よ
う
』
の
文
字
と

か
わ
い
い
絵
を
描
い
た
プ
ラ
ン
タ

ー
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ポ
ー
チ

ュ
ラ
カ
の
花
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
「
か
わ
い
い
花
や
ね
」
「
も

っ
と
土
を
深
く
掘
っ
た
方
が
え
え

ん
？
」
「
き
れ
い
に
咲
く
と
い
い

ね
」
「
ぼ
く
が
水
を
や
る
」
な

ど
、
小
学
生
と
作
業
所
の
人
た
ち

が
和
や
か
に
会
話
を
弾
ま
せ
な
が

ら
、
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た.

。

　

今
、
花
は
福
祉
作
業
所
の
人
た

ち
や
小
松
小
の
児
童
の
愛
情
を
い

っ
ぱ
い
に
受
け
て
美
し
く
咲
き
そ

ろ
い
、
駅
を
利
用
す
る
人
や
町
の

人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
は
、
市

や
法
務
局
と
協
働
し
て
「
人
権
の

花
」
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
内
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
か
ら
毎
年

１
～
２
校
を
選
定
し
、
花
を
栽
培

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
に
、
命
の
大
切
さ

や
相
手
へ
の
思
い
や
り
な
ど
の
人

権
尊
重
思
想
を
育
み
、
情
操
を
豊

か
に
す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
た

事
業
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
花
は
、

そ
の
地
域
の
老
人
施
設
や
障
害
者

施
設
の
ほ
か
、
公
共
施
設
な
ど
に

贈
ら
れ
て
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
々
の

心
に
、
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
！

人権の花運動　～人権の花を咲かせよう～
人権擁護委員　荒井宏子№58

図書が寄贈されました

全国一斉「高齢者・障害者の人権
　　　　　　　あんしん相談」強化週間
　人権擁護委員、法務局職員が、高齢者
や障害のある人への差別的取り扱い、相
続や扶養問題など、高齢者・障害のある
人の人権問題に関するあらゆる相談に電
話で応じます。
※予約不要・無料・秘密厳守。
■受付期間　９月６日㈰～12日㈯
　　　　　　月～金曜日：８時30分～19時
　　　　　　土・日曜日：10時～17時
■電話番号　０１２０－０２５－５５０（フリーダイヤル）
　　　　　　※携帯電話からの相談可、ＩＰ電話不可
■主催　松山地方法務局、愛媛県人権擁護委員連合会
■問合せ　松山地方法務局　℡089－932－0888

　７月28日に、クラレ西条ふれ
あい募金会から市内小学校５校
へ図書が寄贈されました。
　この図書寄贈は、次代を担う
小学生に読書を通じて豊かな情
操を養ってほしいとの趣旨で、
平成19年度から実施されており
来年度以降も引き続いて順次市内すべての小学校26校に「クラ
レ文庫」として贈られる予定です。

▲一人ひとりの心の中にも、優しい思いやりの
　花を育てていこう。
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○９月17日㈭　13時～17時　大町公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○９月１日㈫・10月６日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○９月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○９月８日㈫・10月６日㈫　13時～15時
　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○９月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は９月１日㈫～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○９月９日㈬・25日㈮　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○９月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は11頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）
■社会保険出張相談
　９月９日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　９月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■無料不動産相談
　９月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※９月19日㈯（10時～12時）には小松公民館でも専門的相談を実
　施します。問合せは、たんぽぽくらぶ（℡0898－72－2538）へ。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■社会保険等相談
　９月10日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482
■土地建物取引相談
　９月８日㈫　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■補聴器相談会
　９月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　９月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

◆司法書士全国一斉成年後見相談会
　～相続・遺言・成年後見・悪質商法に関する相談～
日時　９月23日㈬　10時～15時（受付は14時30分まで）　
場所　新居浜ウイメンズプラザ
問合せ　リーガルサポートえひめ支部事務局　℡089－941ー8065

◆無料司法書士法律相談所
日時・場所　10月１日㈭　10時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　　　　　　10月７日㈬　10時～15時　総合文化会館
相談内容　不動産の相続・売買等の登記、公正証書の作成、供託の
　　　　　手続き、訴訟手続きなど
問合せ　愛媛県司法書士会西条支部　塩崎事務所　℡0898－64－3223

◆多重債務者無料相談会
日時　９月11日㈮　10時～16時　※予約制
場所　東予地方局今治庁舎 
問合せ・予約先　東予地方局総務県民課　℡0897－56ー1300
　　　　　　　　受付時間：月～金曜日の８時30分～17時15分

◆行政書士による無料相談会
日時・場所　10月２日㈮　10時～15時　丹原公民館
相談内容　相続、遺言、農地転用、官公庁への許認可申請書
　　　　　類の作成など
問合せ　愛媛県行政書士会　新居浜・西条支部（藤田）　
　　　　℡0897－43－1111
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産
婦
人
科
医
に
な
っ
て
24
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
緊

急
を
要
す
る
患
者
さ
ん
と
接
す
る

機
会
が
幾
度
も
あ
り
ま
し
た
。
今

で
も
初
め
て
み
る
疾
患
に
出
く
わ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冷
や
汗
が

出
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
症
例
に
お

い
て
も
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
都
度

緊
張
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
産
婦
人
科
に
お
け
る
救

急
疾
患
の
な
か
で
、
私
が
よ
く
遭

遇
す
る
も
の
を
思
い
つ
く
ま
ま
、

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
流
産
に
つ
い
て

　

妊
娠
し
た
女
性
が
流
産
す
る
確

率
は
意
外
と
高
く
、
30
歳
ま
で
は

10
％
、
35
歳
で
20
％
、
40
歳
で
は

40
％
、
42
歳
で
は
50
％
以
上
と
、

高
齢
に
な
る
ほ
ど
頻
度
が
増
す
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
胎
児
の
染
色
体
異
常
に
よ

る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
は
超
音
波
診
断
技
術
の

進
歩
で
胎
児
の
心
拍
の
有
無
を
確

認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
血
、
腹

痛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
前
か
ら

診
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

診
断
の
つ
い
た
妊
婦
さ
ん
は
、

と
て
も
す
ぐ
に
は
そ
の
事
実
を
受

け
入
れ
が
た
い
も
の
で
す
が
、
早

期
に
そ
の
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
こ

と
が
、
次
の
妊
娠
を
正
常
な
も
の

に
す
る
上
で
も
重
要
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
性
感
染
症
に
つ
い
て

　

最
近
、
若
い
人
た
ち
の
間
で
ク

ラ
ミ
ジ
ア
、
淋り

ん
き
ん菌
を
は
じ
め
と
す

る
性
感
染
症
が
非
常
に
増
加
し
て

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

は
子
宮
内
膜
か
ら
卵
管
、
そ
し
て

腹
腔
内
に
炎
症
が
波
及
し
、
激
し

い
腹
痛
を
訴
え
て
受
診
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
に
抵
抗
性
で
あ
っ
た
り
、

繰
り
返
し
か
か
っ
て
し
ま
う
患
者

さ
ん
も
い
て
、
適
切
に
治
療
し
な

け
れ
ば
不
妊
症
に
な
っ
た
り
、
妊

娠
し
た
と
し
て
も
子
宮
外
妊
娠
と

な
っ
た
り
合
併
症
に
苦
し
む
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
源
、
感
染
経
路
を
特
定

し
、
治
療
後
も
再
発
を
防
ぐ
こ
と

が
重
要
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
も
一
緒

に
治
療
す
る
の
が
基
本
で
す
。

●
早
産
に
つ
い
て

　

比
較
的
平
穏
な
妊
娠
中
期
を
過

ぎ
た
こ
ろ
の
妊
婦
さ
ん
の
管
理
で

最
も
困
る
の
が
早
産
で
す
。

　

胎
児
は
、
妊
娠
36
週
以
前
で
は

一
般
に
子
宮
の
中
で
の
生
存
が
望

ま
し
い
の
で
す
が
、
何
ら
か
の
原

因
で
子
宮
が
収
縮
し
、
子
宮
の
口

が
開
い
て
、
ま
だ
37
週
に
満
た
な

い
の
に
お
産
に
な
っ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
早
産
で
あ
り
、
生
ま

れ
た
早
産
児
は
新
生
児
専
門
医
に

よ
っ
て
厳
重
に
管
理
さ
れ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
産
婦
人
科
医
は

早
産
に
な
る
前
に
そ
の
異
状
を
的

確
に
診
断
し
、
対
策
を
立
て
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

安
静
を
原
則
と
し
、
場
合
に
よ

り
、
入
院
管
理
に
し
て
、
子
宮
収

縮
（
陣
痛
）
を
お
さ
え
る
働
き
が

あ
り
、
し
か
も
胎
児
へ
の
毒
性
が

少
な
い
薬
を
投
与
し
ま
す
。
子
宮

の
口
が
開
き
や
す
い
患
者
さ
ん
に

は
子
宮
の
口
を
縫
縮
す
る
手
術
を

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
子
宮
収
縮
が
お
さ
ま

ら
な
い
場
合
は
、
新
生
児
専
門
の

医
師
が
い
る
病
院
に
母
体
搬
送
し

ま
す
。
西
条
市
か
ら
近
く
で
は
、

県
立
新
居
浜
病
院
。
妊
娠
週
数
が

浅
い
場
合
は
、
県
立
中
央
病
院
、

愛
媛
大
学
病
院
、
松
山
赤
十
字
病

院
が
搬
送
先
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

愛
媛
県
で
は
平
成
17
年
10
月
よ

り
、
新
生
児
ド
ク
タ
ー
カ
ー
（
救

急
車
）
が
愛
媛
県
立
中
央
病
院
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
は
、

「
あ
い
あ
い
号
」。
私
の
診
療
所

で
も
早
産
児
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
新
生
児
の
調
子
が
思
わ
し

く
な
い
と
き
に
何
度
か
来
て
い
た

だ
き
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

●
安
心
し
た
お
産
に
向
け
て

　

安
心
し
て
お
産
が
で
き
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
お
産

が
帝
王
切
開
に
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
高
次
医
療
機
関
に
搬
送
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
事
故

が
な
く
母
児
と
も
に
健
康
に
退
院

で
き
る
結
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
が

最
も
理
想
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
、
す
べ
て

の
妊
産
婦
さ
ん
、
す
べ
て
の
胎
児

・
新
生
児
は
最
高
水
準
の
医
療
を

受
け
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
自
分
の
施
設
が
治
療
を
す

る
上
で
不
利
と
判
断
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
搬
送
ま
た
は
応
援

医
の
要
請
を
行
う
べ
き
で
す
。

　

妊
産
婦
さ
ん
も
出
血
や
腹
痛
、

あ
る
い
は
胎
動
感
の
消
失
と
い
っ

た
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
決
し

て
慢
心
す
る
こ
と
な
く
診
療
に
専

念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西条市医師会会員
サカタ産婦人科　
　　　坂田圭司
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※総合健診について詳しくは、広報さいじょう４月
　号に折り込みの「平成21年度健康カレンダー」を
　ご覧いただくか、各保健センターへお問い合わせ
　ください。

対象者　○平成22年３月31日現在で、18～39歳の方、国民健
　　　　　康保険に加入する40～74歳の方
　　　　○受診する日で、75歳以上等の方（後期高齢者）
検査内容　問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検尿、血液検
　　　　査、診察（診察結果等に応じて詳細な健診を実施）
　　　　※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。

対象者　平成22年３月31日現在で、40歳の方、過去に肝炎ウ
　　　イルス検診を受診していない41歳以上の方
検査内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

胃がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胃部レントゲン
肺がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胸部レントゲン
大腸がん検診
　対象者：30歳以上の方　　検査内容：便潜血検査
腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の奇数年生まれの方
　検査内容：腹部画像検査
前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　検査内容：血液検査（腫瘍マーカー）
乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　検査内容：マンモグラフィー（レントゲン）
子宮頚（けい）がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　検査内容：視診・細胞診

がん検診の対象者・検査内容健康診査の対象者・検査内容

肝炎ウイルス検診の対象者・検査内容

西条地区の「総合健診（後期）」の日程・場所・申込先
受付時間：●…午前（８時30分～11時）　◎…午後（13時10分～13時40分）　■…午前・午後（８時30分～11時・13時～14時30分）

肺 大腸 超音波 前立腺 乳 子宮胃
● ● ● ● ● ● ◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎

●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ●
● ●

● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●

■ ■ ■ ■■

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

10／19 ㈪

西
条

地
区

中央保健センター

中央保健センター

飯岡公民館

健康診査
肝炎ウイルス検診

10／20 ㈫
10／21 ㈬
11／４ ㈬
11／16 ㈪
11／17 ㈫
11／18 ㈬
12／１ ㈫
12／４ ㈮
12／９ ㈬
12／10 ㈭

総合健診（後期）
西条地区の後期受付を９月７日㈪から開始します

日　時　９月17日～２月18日の第１・３木曜日　15時～16時
場　所　市立周桑病院　西館２階第１会議室
講　師　医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、理学療法士
内　容　毎回テーマを変えて糖尿病についてお話しします。（申込不要）
　　　　※詳しい内容は周桑病院のホームページに掲載しています。
対　象　糖尿病の方・その家族、糖尿病予備軍の方など
問合せ　市立周桑病院　師長室　℡0898－64－2630
　　　　URL http://www.shuso-hospital.jp/index.htm

市立周桑病院
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10日㈭　  9：30～11：00　田野公民館

11日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

３日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

２日㈬　  9：30～11：00　東予北地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　９月１日㈫・14日㈪
○東予保健センター　９月７日㈪・17日㈭
○丹原保健センター　９月11日㈮
○小松保健センター　９月18日㈮

■産業保健健康相談
○日時　９月24日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　９月７日㈪　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月15日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
◆立正佼成会西条教会
　９月13日㈰　10時～12時、13時～15時
◆パルティ・フジ東予
　９月13日㈰　10時～12時30分
　　　〃　　　13時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月15日㈫　10時～11時30分
　　　〃　　　12時30分～16時
　９月29日㈫　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
24日㈭

29日㈫

16日㈬
17日㈭
１日㈫
10日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年５月１日～
５月31日の出生児

平成21年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年２月１日～
２月29日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

　総合福祉センター（もてこい元気館）では、９月
26日㈯に受水槽と貯湯槽の清掃作業を行います。作
業に伴い断水となるため、当日は臨時休館します。
問合せ　中央保健センター

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　９月・10月の日程等　※申し込みは前日まで受付

10月23日㈮

東予保健センター 10月30日㈮

丹原保健センター 10月30日㈮

小松保健センター 10月２日㈮

９月18日㈮

９月11日㈮

９月25日㈮

９月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

総合福祉センター臨時休館のお知らせ
臨時休館日：９月26日㈯

講師　９月：今井クリニック整形外科　今井義之氏
　　　10月：西条保健所医師　武方誠二氏
対象　市民の方　定員　80人（先着順）　申込先　所管の保健センター

▼ウォーキング完了認定者
　７月に完了認定証を交付した方は
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
　髙橋鶴一（三芳）
　髙橋國江（三芳）
　平井靖美（実報寺）
　秋川久仁子（楠）
◆四国１周コース（940㎞）
　安藤藤江（丹原町丹原）
　豊田一幸（丹原町池田）
　吉本明美（丹原町池田）

９月２日㈬
14時～15時30分
９月10日㈭
19時30分～21時

場所（申込先）日　　時内　　　容

東予保健センター

中央保健センター

10月２日㈮
19時30分～21時

丹原公民館
（丹原保健センター）

小松公民館
（小松保健センター）

10月６日㈫
19時30分～21時
10月21日㈬
19時30分～21時

中央保健センター

10月23日㈮
19時30分～21時

東予保健センター

知ってお得な『転倒・骨折』予防
腰痛、ひざ痛、手足のしびれ、骨粗しょう症
について

この冬、要チェック！『インフルエンザ』
最新の予防と対策について

　いつでもどこでも気軽にできるウォーキングは「何か運動を始めたい」と
思っている方にお勧めです。正しいウォーキングを習得し、日常生活の中に
うまく取り入れましょう。
対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しいウォーキングのポイントを習得後、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。ウォーキングの前後にはストレッチ運動も行います。定期
　的に体重・体脂肪などの測定を行い、身体状況の評価も行います。
申込方法　申し込みは９月９日㈬から受け付けます。教室の開催期間中であ
　れば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。
申込先　開催場所の保健センター

中央保健センター

場　　所 日　　時

▼ウォーキング教室の場所・日時　※祝日・年末年始は休講します。

10月７日～３月10日の毎週水曜日　９時30分～11時

東予保健センター 10月９日～３月19日の毎週金曜日　13時30分～15時

10月14日～３月24日の毎週水曜日　13時30分～15時

10月５日～３月29日の毎週月曜日　13時30分～15時

丹原保健センター

小松保健センター

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　近年、休日や夜間に患者さんが救急病院に集中し、医師の負担が増
えているほか、安易な救急車の呼び出しによる出動回数が増加し、重
症な患者さんの搬送に困るケースも増えています。
　このままでは、住民の皆さんに適切な医療を提供できなくなる恐れ
があり、そうならないために県では「愛媛の救急医療を守る１４７万
人の県民運動（愛救１４７運動）」を実施しています。
　この運動は、医療機関や救急車の適切な利用を皆さん一人ひとりに
心がけていただく取り組みですので、ご協力をお願いいたします。
★普段からの３つの心がけ
①日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう。
②健康診断や検診などで、病気の予防や早期発見に努めましょう。
③家庭で薬を常備しましょう。
★受診にあたっての３つの心がけ　
①なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合が
　あることに留意しましょう。
③休日や夜間において比較的症状の軽い方は、休日・夜間の当番病医
　院を利用しましょう。

症状は軽いけれど、どうすれば…
　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分からない
場合には、次のサービスをご利用ください。
○えひめ医療情報ネット（当番病医院等の情報検索）
　パソコン　http://www.qq.pref.ehime.jp/
　携帯電話　http://www.qq.pref.ehime.jp/kt.asp
○当番病医院テレホンサービス（音声案内）
　℡0897－58－2200
○小児救急医療電話相談（応急対処法をアドバイス）
　プッシュ回線・携帯電話：℡♯8000
　ダイヤル回線：℡089－913－2777

愛媛県の救急医療体制

症
状
・
緊
急
度

脳卒中など特に症状の重い患者さん
●救命救急センター

三次救急

入院や手術が必要な重症状の患者さん
●地域の中核病院が交代で担当

二次救急

比較的症状の軽い患者さん
●休日夜間急患センター

●在宅当番医

初期救急

　結核は過去の病気ではありません。今でも
国内最大の感染症です。結核菌による肺の病
気で死に至ることもあります。
　空気感染するため、乳幼児や高齢者の方は
要注意です。
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

★こんな症状はありませんか？
○せきが長引いている（２週間以上）
○痰（たん）が出る。時に血が混ざっ
　ている
○微熱（37～38度位）が続いている
○体重が減る
○胸に痛みがある

★予防のポイント
　早期発見に努めることが大切です。
早めに医師の診断を受けましょう。
○年に１度は胸部レントゲン検査を！
○疑わしければ、すぐ受診！
○規則正しい睡眠・食生活で免疫力を
　高めよう！

９月24日㈭～30日㈬は『結核予防週間』です！
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10日㈭　  9：30～11：00　田野公民館

11日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

３日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

２日㈬　  9：30～11：00　東予北地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　９月１日㈫・14日㈪
○東予保健センター　９月７日㈪・17日㈭
○丹原保健センター　９月11日㈮
○小松保健センター　９月18日㈮

■産業保健健康相談
○日時　９月24日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　９月７日㈪　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月15日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
◆立正佼成会西条教会
　９月13日㈰　10時～12時、13時～15時
◆パルティ・フジ東予
　９月13日㈰　10時～12時30分
　　　〃　　　13時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月15日㈫　10時～11時30分
　　　〃　　　12時30分～16時
　９月29日㈫　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
24日㈭

29日㈫

16日㈬
17日㈭
１日㈫
10日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年５月１日～
５月31日の出生児

平成21年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年２月１日～
２月29日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

　総合福祉センター（もてこい元気館）では、９月
26日㈯に受水槽と貯湯槽の清掃作業を行います。作
業に伴い断水となるため、当日は臨時休館します。
問合せ　中央保健センター

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　９月・10月の日程等　※申し込みは前日まで受付

10月23日㈮

東予保健センター 10月30日㈮

丹原保健センター 10月30日㈮

小松保健センター 10月２日㈮

９月18日㈮

９月11日㈮

９月25日㈮

９月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

総合福祉センター臨時休館のお知らせ
臨時休館日：９月26日㈯

講師　９月：今井クリニック整形外科　今井義之氏
　　　10月：西条保健所医師　武方誠二氏
対象　市民の方　定員　80人（先着順）　申込先　所管の保健センター

▼ウォーキング完了認定者
　７月に完了認定証を交付した方は
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
　髙橋鶴一（三芳）
　髙橋國江（三芳）
　平井靖美（実報寺）
　秋川久仁子（楠）
◆四国１周コース（940㎞）
　安藤藤江（丹原町丹原）
　豊田一幸（丹原町池田）
　吉本明美（丹原町池田）

９月２日㈬
14時～15時30分
９月10日㈭
19時30分～21時

場所（申込先）日　　時内　　　容

東予保健センター

中央保健センター

10月２日㈮
19時30分～21時

丹原公民館
（丹原保健センター）

小松公民館
（小松保健センター）

10月６日㈫
19時30分～21時
10月21日㈬
19時30分～21時

中央保健センター

10月23日㈮
19時30分～21時

東予保健センター

知ってお得な『転倒・骨折』予防
腰痛、ひざ痛、手足のしびれ、骨粗しょう症
について

この冬、要チェック！『インフルエンザ』
最新の予防と対策について

　いつでもどこでも気軽にできるウォーキングは「何か運動を始めたい」と
思っている方にお勧めです。正しいウォーキングを習得し、日常生活の中に
うまく取り入れましょう。
対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しいウォーキングのポイントを習得後、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。ウォーキングの前後にはストレッチ運動も行います。定期
　的に体重・体脂肪などの測定を行い、身体状況の評価も行います。
申込方法　申し込みは９月９日㈬から受け付けます。教室の開催期間中であ
　れば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。
申込先　開催場所の保健センター

中央保健センター

場　　所 日　　時

▼ウォーキング教室の場所・日時　※祝日・年末年始は休講します。

10月７日～３月10日の毎週水曜日　９時30分～11時

東予保健センター 10月９日～３月19日の毎週金曜日　13時30分～15時

10月14日～３月24日の毎週水曜日　13時30分～15時

10月５日～３月29日の毎週月曜日　13時30分～15時

丹原保健センター

小松保健センター

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　近年、休日や夜間に患者さんが救急病院に集中し、医師の負担が増
えているほか、安易な救急車の呼び出しによる出動回数が増加し、重
症な患者さんの搬送に困るケースも増えています。
　このままでは、住民の皆さんに適切な医療を提供できなくなる恐れ
があり、そうならないために県では「愛媛の救急医療を守る１４７万
人の県民運動（愛救１４７運動）」を実施しています。
　この運動は、医療機関や救急車の適切な利用を皆さん一人ひとりに
心がけていただく取り組みですので、ご協力をお願いいたします。
★普段からの３つの心がけ
①日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう。
②健康診断や検診などで、病気の予防や早期発見に努めましょう。
③家庭で薬を常備しましょう。
★受診にあたっての３つの心がけ　
①なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合が
　あることに留意しましょう。
③休日や夜間において比較的症状の軽い方は、休日・夜間の当番病医
　院を利用しましょう。

症状は軽いけれど、どうすれば…
　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分からない
場合には、次のサービスをご利用ください。
○えひめ医療情報ネット（当番病医院等の情報検索）
　パソコン　http://www.qq.pref.ehime.jp/
　携帯電話　http://www.qq.pref.ehime.jp/kt.asp
○当番病医院テレホンサービス（音声案内）
　℡0897－58－2200
○小児救急医療電話相談（応急対処法をアドバイス）
　プッシュ回線・携帯電話：℡♯8000
　ダイヤル回線：℡089－913－2777

愛媛県の救急医療体制

症
状
・
緊
急
度

脳卒中など特に症状の重い患者さん
●救命救急センター

三次救急

入院や手術が必要な重症状の患者さん
●地域の中核病院が交代で担当

二次救急

比較的症状の軽い患者さん
●休日夜間急患センター

●在宅当番医

初期救急

　結核は過去の病気ではありません。今でも
国内最大の感染症です。結核菌による肺の病
気で死に至ることもあります。
　空気感染するため、乳幼児や高齢者の方は
要注意です。
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

★こんな症状はありませんか？
○せきが長引いている（２週間以上）
○痰（たん）が出る。時に血が混ざっ
　ている
○微熱（37～38度位）が続いている
○体重が減る
○胸に痛みがある

★予防のポイント
　早期発見に努めることが大切です。
早めに医師の診断を受けましょう。
○年に１度は胸部レントゲン検査を！
○疑わしければ、すぐ受診！
○規則正しい睡眠・食生活で免疫力を
　高めよう！

９月24日㈭～30日㈬は『結核予防週間』です！
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区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

日
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

６
(日)
13
(日)
20
(日)
21
(月)
22
(火)
23
(水)
27
(日)

日 区分 区分日

森山内科 （65－4332）

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

９
(水)
10
(木)

８
(火)

11
(金)
12
(土)

１
(火)
２
(水)
３
(木)
４
(金)
５
(土)
７
(月)

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

14
(月)

坂根医院 （55－4021）

佐藤クリニック （57－8200）

まなべ病院 （57－7011）

松本整形外科 （52－1011）

中村内科胃腸科 （68－4976）

福田医院 （68－7243）

行本医院 （66－0609）

あおの循環器科 （68－3300）

まなべ病院 （57－7011）

16
(水)
17
(木)

15
(火)

18
(金)
19
(土)
24
(木)

26
(土)
28
(月)

25
(金)

29
(火)
30
(水)

回生堂医院 （55－3101）

中村医院 （66－0606）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

内科
外科

村上記念病院 （56－2300）
西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

周桑同仁病院 （68－7233）

田中内科 （66－1700）

田渕外科 （65－5651）

黒田医院 （64－3780）

横山病院 （72－2121）

まつうら小児科 （64－0460）近藤クリニック （64－2760）

浦部医院 （72－3266）

茎田医院 （66－0555）

安永クリニック （64－5760）

森内科 （64－5858）

横山病院 （72－2121）

平田クリニック （76－2256）

渡部内科病院 （64－1200）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

ながい小児科 （53－7707）

としもり内科 （53－6300）

（55－2002）星加医院

あぜち内科 （52－1630）

西条愛寿会病院 （55－2300）

米田脳神経外科 （56－9165）

あおのクリニック （52－1155）

弓山外科 （64－3182）

共立病院 （64－2662）

村上記念病院 （56－2300）

まなべ病院 （57－7011）

星加小児科内科F.C（55－3105）

西条愛寿会病院（55－2300）

高橋こどもクリニック（55－0776）

土岐医院 （56－2090）茎田医院 （66－0555）

安永クリニック（64－5760）

中村医院 （66－0606）

福田医院 （68－7243）村上記念病院 （56－2300）
済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

あぜち内科 （52－1630）

矢野医院 （55－1777）

弓山外科 （64－3182）

奥田外科 （64－3331）
田中内科 （66－1700）

加藤クリニック（55－5036）

あおの循環器科（68－3300）

周桑同仁医院 （68－7233）

渡部内科病院 （64－1200）

篠原内科外科耳鼻科 （56－3521）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

米田脳神経外科（56－9165）

矢野医院 （55－1777）
こまつ医院 （72－5862）

松田循環器科内科 （76－1117）

今井クリニック整形外科（68－8118）
星加小児科内科F.C （55－3105）

高橋こどもクリニック（55－0776）キッズクリニックパパ （76－1788）
いしづちやまクリニック（68－8885）

宮島小児科医院 （55－2615）

くしべ整形外科 （76－7555）
篠原内科外科耳鼻科（56－3521）
かりやま整形外科 （47－1717）
土岐医院 （56－2090）
米田脳神経外科 （56－9165）

河野内科医院 （73－2950）
今井クリニック整形外科（68－8118）

秋山医院 （56－0885）

玉置内科小児科 （66－3735）

村上内科皮膚科 （72－2436）

西条愛寿会病院 （55－2300）
角産婦人科 （64－3168）

そのべ医院 （64－0660）
和田内科皮膚科 （55－0515）

（55－2002）星加医院 中村内科胃腸科 （68－4976）
奥田外科 （64－3331）

あおのクリニック （52－1155）

いしづちやまクリニック（68－8885）
森山内科 （65－4332）

和田内科皮膚科 （55－0515）

としもり内科 （53－6300）

森内科 （64－5858）坂根医院 （55－4021）

　「救急の日」「救急医療週間」は、救急医療や救急業務、応急手当に対する
正しい理解と認識を深めていただくことを目的に定められました。
　救急車は本当に緊急を要する人が必要とするものです。皆さんも救急に対す
る正しい知識を身に付け、救急車の適正な利用にご協力ください。
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河
原
津
海
岸
の
西
側
に
位
置
す

る
標
高
１
３
２
㍍
の
永
納
山
に
は
、

７
世
紀
後
半
前
後
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築
城
さ
れ
た

古
代
山
城
の
遺
跡
が
あ
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ま
す
。

　

日
本
の
城
は
造
ら
れ

た
時
代
に
よ
っ
て
古
代

山
城
・
中
世
山
城
・
近

世
の
城
と
大
き
く
三
分
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さ
れ
ま
す
が
、
そ
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中
で
も
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最
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の
で
、
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書
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江
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に
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と
か
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日
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に
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、
唐
や
新
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攻
に
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え
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こ
と

が
記
さ
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て
い
ま
す
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現
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と
こ
ろ
、
古

代
山
城
は
西
日
本
を
中
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に
25
カ

所
し
か
発
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さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

愛
媛
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で
は
永
納
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城
１
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所
の

み
で
、
四
国
で
も
３
カ
所
し
か
確

認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
遺
跡
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
に
は

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
１
３
０
０
年
も

前
の
古
代
ロ
マ
ン
に
夢
を
馳
せ
る

人
た
ち
に
よ
り
「
永
納
山
古
代
山

城
跡
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
永
納

山
城
跡
を
中
心
に
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
す
る
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
も
こ
の
貴
重
な
遺
跡
を
守

り
伝
え
て
い
く
た
め
の
発
掘
調
査

を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
整
備
に

よ
っ
て
、
歴
史
と
自
然
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
場
と
な
る
こ
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期
待
さ
れ
て
い
ま
す
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■
所
在
地　

西
条
市
河
原
津
お
よ

び
今
治
市
孫
兵
衛
作

N

J
R
予
讃
線

休
暇
村
瀬
戸
内
東
予

東
予

　

運
動
公
園

伊
予
三
芳

今
治
小
松
自
動
車
道

196

159

河原津海岸

楠河小学校

永
納
山

至
今
治

至
小
松

▲ 休暇村瀬戸内東予方向から望む永納山 ( 中央 )

▲ 発掘調査の進む城跡 

No.49　ヘラシギ（旅鳥）
　くちばしがヘラのような独特の形をした、世界的にも非常に
数が少なくレッドリストで絶滅危惧種に指定されている珍しい
シギです。西条では大明神川河口や禎瑞の休耕田で数例の観察
記録があります。秋の渡りの季節にトウネンやチドリの群れと
行動をともにしているところが見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

平成21年7月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,796 人  （＋28人）

　男　　  54,956 人  （＋15人）

　女　　  59,840 人  （＋13人）

世　帯　  47,590世帯  (＋32世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　今年も日本各地で台風などの大雨
による被害が相次いでいます。多く
の方が亡くなられた兵庫県佐用町の
被害の様子をテレビで見た時、５年
前の台風災害の光景が、まざまざと
脳裏に浮かび上がってきました。
　橋に積みあがった流木、家々に山
積した土砂、横転した自動車等々。
　自然の猛威を完全に防ぐことはで
きませんが、悲劇を繰り返さないた
めにも、被害を最小限に食い止める
努力をしなければなりません。（ト）

　

       
第
52
回
　

国 

史 

跡
「
永 

納 

山 

城 

跡
」

　「広報さいじょう」平成21年11月号～平成22年４月号に掲載する
有料広告を募集しています。詳しくは、市ホームページをご覧いた
だくか、総務課広報情報係へお問い合わせください。

●募集枠数　１枠
●掲載位置　裏表紙裏面下段（カラー刷り）
●大 き さ　縦50ミリ×横86ミリ
●金　　額　１カ月２万円

問合せ　市庁舎本館総務課　広報情報係　℡0897－52－1204
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（21日開館）、24日㈭

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

９

小ホール13：30 MUSICA（高畑）　℡0897－55－013614：00高野耀子ピアノリサイタル火22
小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－6348

3000円
大ホール9：00 西条市高齢介護課　℡0897－52－12929：30第５回西条市老人福祉大会金25 無　料
小ホール13：00 西条市危機管理課　℡0897－52－128413：30西条市交通安全市民大会土26 無　料
大ホール17：00 イベントオフィスヤング　℡0898－64－672218：002009レーモンド松屋　ここ咲こコンサート in 西条日27

一　  般 3500円
小 学 生 1500円
中・高生 2000円

小ホール18：30 西条市危機管理課　℡0897－52－128319：00災害復興５周年記念フォーラム火29 無　料

12：00社交ダンスパーティー日20
大ホール13：30 総合文化会館　℡0897－53－55001000円

1000円
図書館開館記念　早坂暁講演会

展示室9：00 書神会西条支部（篠原）　℡0897－53－2683
14：00

書神会西条支部　書道展　※17時（21日は16時）まで展示19～

21
土～

月

小ホール18：00 総合文化会館友の会事務局　℡0897－53－5500無　料
無　料

18：30友の会恒例　生バンド演奏でおくる　うたごえ喫茶金18
大ホール12：30 琴修会愛媛県東予支部（安冨）　℡0897－33－0503無　料13：00藤原武先生を偲ぶ「大正琴の集い」日13

大ホール
小ホール

9：30 松田歌謡教室　℡0897－57－9209無　料
整理券必要

10：00松田歌謡教室演歌の祭典日６
小ホール14：00 西条中央病院　℡0897－56－0300無　料14：30西条中央病院市民健康教室土12

17：30 西条市医師会　℡0897－56－221118：00西条市医師会創立60周年記念市民公開講座　笑いと食と健康と木３

土19

９

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

日20 10：009：00 今井三千代歌謡教室　℡0898－64－2141無　料大ホール鶯哥塾2009歌謡祭　鶯哥・夢歌コンサート
土５ 13：0012：30 市教育委員会丹原分室　℡0898－68－7300無　料大ホール差別をなくする市民の集い

【９月の休館日】 毎週月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫

10/４日 ８時～13時

内容　俳句、絵手紙、写真、史跡探訪などのルートを廻りながら、「うち
　　　ぬき」の景観と歴史文化を堪能しませんか。ゴール地点では、うち
　　　ぬきコンサート、エコ展示会場、「地域の食」販売もあります。
問合せ　総合文化会館　℡0897－53－5500

10/３ 土 14時開演　総合文化会館大ホール

総合・丹原文化会館で
チケット好評販売中！

「石鎚山は瀬戸内海の父」
　　　－瀬戸内海は日本列島の母

入場料　１階指定席：3,300円
　　　　１階自由席：3,000円
　　　　２階自由席：2,000円

９/19 14時開演土

総合文化会館大ホール

入場料　　1,000円
入場券販売場所　総合文化会館
　　　　　　　　丹原文化会館

講師　早坂　暁氏
松山市（旧北条市）出身の
作家・脚本家。小説、映画
シナリオなど幅広く活躍中

総合文化会館集合（雨天決行）
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